
四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」

四国中央市データ

　　3月末日現在（前月比）

人口  男　42,457人 （-112）

　　  女　44,548人 （-167）

　　  計　87,005人 （-279）

世帯　38,827世帯　 （ +59）

特集

令和元年度当初予算

令和元年度組織機構

市職員採用試験（前期日程）

表紙：三島高校書道部が新元号発表に合わせて揮毫〔4/1（月）撮影〕
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市指定文化財に指定　新宮町上山に安
あ ん ら く じ

樂寺あり！

しこちゅ～ホールからのお知らせ

耐震化補助事業を活用して大規模災害に備えましょう！

令
　
和



歳出

歳入

当
初
予
算
編
成
方
針

～
市
民
福
祉
向
上
と

　
　
　
　
財
政
健
全
化
の
両
立
を
目
指
し
て
～

　

令
和
元
年
度
は
、
第
二
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
初
年
度
の
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
30
年
９
月
の
新
庁
舎
開
庁
に
引
き
続
き
、

待
望
の
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー

ル
）
も
本
年
８
月
に
開
館
し
ま
す
。
本
市
発
展

の
礎
と
な
る
こ
の
二
つ
の
施
設
を
拠
点
と
し

て
、
本
市
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
が
始
動
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
活
力
と
や
さ
し

さ
を
備
え
た
あ
っ
た
か
協
働
都
市
の
実
現
に
向

け
、
防
災
・
減
災
対
策
、
子
育
て
環
境
充
実
、

地
域
産
業
の
活
性
化
、
東
予
３
市
連
携
事
業
な

ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
財
政
的
な
優
遇
措

置
が
縮
小
す
る
な
か
、
次
世
代
へ
健
全
な
財
政

を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
た
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
は
、
景
気
回
復
に
伴
い
市
税

な
ど
が
増
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歳
出
で
は
、
２
年
後
の
県
立
新
居
浜
特
別
支
援

学
校
分
校
の
開
校
に
向
け
て
関
係
予
算
を
計
上

す
る
な
ど
、
本
市
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
編
成
に

努
め
ま
し
た
。

～
あ
っ
た
か
協
働
都
市
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
～

令
和
元
年
度

当
初
予
算
　財政課　28-6007

予算総額 658 億 600 万円
一般会計 409 億 6,000 万円（前年度比＋ 2.0％）　特別会計 248 億 4,600 万円（前年度比＋ 2.5％）

項目 予算額（千円）

 人件費 7,363,093　

 扶助費 7,708,472　

 公債費 4,893,789　

 普通建設事業費 7,915,503　

 災害復旧費 416,590　

 物件費 5,411,775　

 貸付金 268,400　

 維持補修費 275,693　

 補助費等 2,484,881　

 繰出金 4,076,236　

 その他 145,568　

合計 40,960,000　

歳出（性質別）

項目 予算額（千円）

 市税 15,056,500　

 分担金及び負担金 548,730　

 使用料及び手数料 834,338　

 諸収入などの収入 918,078　

 繰入金 1,032,000　

 地方交付税 5,960,000　

 地方譲与税 330,000　

 その他の交付金 1,840,000　

 国・県支出金 7,058,954　

 市債 7,381,400　

合計 40,960,000　

歳入

一般会計予算（409 億 6,000 万円）の内訳

自主

財源

44.9％

依存

財源

55.1％

義務的

経費

48.7％

その他

経費

31.0％

投資的

経費

維持補修費
0.7％

補助費等 6.1％

物件費
13.2％

貸付金
0.7％

繰出金
9.9％

扶助費
18.8％

公債費
11.9％

人件費
18.0％

普通建設事業費
19.3％

その他 0.4％

市税
36.8％

分担金及び
負担金 1.3％

使用料及び
手数料 2.0％

諸収入などの収入 2.3％

繰入金 2.5％

地方交付税
14.6％

国・県支出金
17.2％

市債
18.0％

その他の交付金 4.5％

地方譲与税
0.8％

20.3％
災害復旧費

1.0％



令和元年度当初予算の主な事業

■三島小学校整備事業

[ 継続 ]約 2 億 1,100 万円

　三島小学校の空き教室を改修し、県立新居浜特別支援

学校分校を開校することで、新居浜市までスクールバス

で通学している児童などの負担軽減を図ります。

■生活困窮者家計改善支援事業

[ 新規 ]約 930 万円

　家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、解

決すべき課題などを調査・把握したうえで、家計改善の

支援を行います。

■浸水対策事業

[ 継続 ]約 5 億 1,200 万円

　近年、市街地化の進展や気候変動に伴う集中豪雨の発

生により浸水被害が多発しています。

　地域防災計画に基づき、防災・減災の観点から水路施

設の整備を推進することで市民の安全性の向上に努めま

す。

■川之江地区整備事業

[ 継続 ]約 7億 4,700 万円

　川之江地区まちづくり計画に基づき、平成 27 年度か

ら 5 か年計画で取り組んできた本事業は、今年度が事業

最終年度となります。

　事業の総仕上げに向けて、川之江ふれあい交流セン

ター広場整備などを推進します。

■市民文化ホール建設事業

[ 継続 ]約 21 億 6,100 万円

■市民文化ホール開館記念事業

[ 新規 ]約 3,500 万円

　市民交流の場として整備を進めてきた市民文化ホール

（しこちゅ～ホール）が、8月 23 日に開館します。

　開館から１年間をオープニング期間として位置づけ、

市民の皆さまに文化芸術に触れる機会を提供するための

事業を推進します。

■新庁舎建設事業

[ 継続 ]約 23 億 700 万円

　9 月に予定している立体駐車場の完成をもって新庁舎

建設事業が完了します。

　市民の皆さまの安心・安全な暮らしを支える庁舎とし

て、また、親しみやすく多様な活用ができる庁舎として

活用します。

■社会資本整備総合交付金事業

[ 継続 ]約 3億 4,900 万円

　国の社会資本整備総合交付金や合併特例債、過疎債な

どを活用して、社会インフラ（道路、橋りょうなど）の

整備を推進します。

ほかにも次の事業を行います

○企業立地促進事業（約 5,100 万円）
○ブランド力向上事業（100 万円）
○地方創生推進事業（約 1,800 万円）
○地域おこし協力隊事業（約 2,400 万円）
○空家等対策事業（約 800 万円）
○がけ崩れ防災対策事業（1,600 万円）
○多子世帯支援事業（約 600 万円）

○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業
（約 3,900 万円）
○外国青年招致事業（約 4,200 万円）
○新宮小規模特認校事業（約 1,600 万円）
○学校給食センター建設事業（約 4,600 万円）
○金生公民館新築事業（約 2億 9,300 万円）
○東予東部圏域振興イベント（約 5,300 万円）　など

立体駐車場完成時の全景（イメージ）
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政策部長市民部長福祉部長

東澤 博

産業支援課長

商工労政係・紙
のまち資料館・
企業立地推進室

吉岡達也

観光交通課長

観光係・霧の森・
霧の高原・霧の
森交湯～館・交
通政策室

藤田真美

保健推進課長

健康増進係・母
子保健係・精神
保健係・予防接
種係・保健事業
係・ 保 健セン
ター・地域医療
対策室

篠原正二

市民くらしの
相談課長

犯罪の起きにく
い街づくり推進
係・生活行政相
談係

古東圭介

行政係・文書係・
情報公開係・広
報広聴係・総務
調整係・総合戦
略係

人事課長

宮下 浩

高齢介護課長

高齢者福祉施策
係・認定係・給
付係・保険料係・
管理係・高齢介
護係・老人福祉
センター・高齢
者生活福祉セン
ター・老人憩い
の家・地域包括
支援センター

坂上順一

宮崎淳子

工事等契約係・
物品契約係・検
査係・財産管理
係・施設管理係

高橋哲也

生活福祉課長

社会福祉係・生
活保護係・障が
い福祉係・福祉
施設整備係・土
居福祉センター

脇 元子

発達支援課長

管理係・太陽の
家・子ども若者
発達支援セン
ター

白石直樹

税務課長

市民税係・諸税
係・固定資産税
係・債権管理対
策室

細川哲郎

国保医療課長

国民健康保険
係・福祉医療係・
後期高齢者医療
係・収納係

守谷 忠

秘書課長

秘書係

農政係・地産地
消係・有害鳥獣
対策係・農村環
境改善センター

篠原 実

市　長

副市長

篠原 健

新庁舎・文化
ホール整備課長

新庁舎整備係・
市民文化ホール
整備係

こども課長

子育て企画係・
子育て総合相談
係・子育て支援
係・保育幼稚園
係・保育園・土
居東こども園・
児童センター・
幼保一元化推進
室

藤田 泰 石田由佳

　
令
和
元
年
度
の
組
織
機
構
は
、
昨

年
度
と
同
様
に
11
部
48
課
体
制
を

継
続
し
、
安
定
的
な
市
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

金崎佐和子大野育雄

経済部長

宮崎博夫

総務調整課長

管理課長

石川元英
人事係・給与係・
研修厚生係

高橋 誠

財政係

財政課長政策推進課長

政策推進係・地
方創生推進係・
公共施設再配置
推進係・統計係

地域振興課長

地域振興係・協働推
進係・国際交流係・
女性政策係・市民活
動推進係・嶺南支所・
川之江文化センター・
土居文化会館・ボラ
ンティア市民活動セ
ンター・市民会館川
之江会館・生きがい
研修センター・コミュ
ニティセンター

市民窓口
センター所長

市民サービス
係・川之江窓口
センター・土居
窓口センター・
新宮窓口セン
ター・松柏出張
所・寒川出張所・
豊岡出張所・川
滝出張所

宮崎恵美

環境政策係・環境保全
係・ごみ減量推進係・
衛生係・管理係・川之
江斎苑・伊予三島斎
場・土居斎苑・アイク
リーン・清掃センター・
エコトピアひうち・ク
リーンセンター

合田英幸

人権施策課長

人権施策係・朝
日文化会館・川
之江隣保館・土
居隣保館

則友康弘
情報政策係・シ
ステム管理開発
係

情報政策課長

富家誠司

生活環境課長農業振興課長

脇 総二 三崎敦夫

会計課長

出納係・審査係
前谷美智子

監査委員
事務局長

監査係

農業委員会
事務局長

農地農政係
篠原敬三

選挙係

選挙管理委員会
事務局長

総務調整課長兼任



石田暁裕

農林水産課長

林政係・水産係・
農林土木係・県
営係・林業研修
センター

宮崎 修

建築住宅課長

建築係・住宅政
策係・住宅管理
係・納付相談係・
空家等対策室

宮崎啓三

都市計画課長

都市計画係・市
街地整備係・都
市公園係・三島
公園・運動公園

庄司玉男

給水整備課長

建設維持係・料
金係・浄水管理
係・浄水管理セ
ンター

内田 斉

安全・
危機管理課長

総務係・警防係・
危機管理対策係

消防署長

国土調査課長

国土調査係

藤田恭二

星川賢二

下水道課長

整備計画係・業
務係・管理係・
雨 水 対 策 係・
三島浄化セン
ター・川之江浄
化センター

石川久志

消防二課長

消防係・予防係・
救助係・救急係・
通信係・嶺南分
遣所

西分署長

消防係・救急係

石川裕次

東山和史

予防課長

予防係

水道局参与

星川 隆

教育長

伊藤 茂

窪田壮哲

生涯学習課長

生涯学習係・人
権教育係・公民
館・川之江ふれ
あい交流セン
ター・新宮少年
自然の家・教育
集会所

建設部長

今村昭造

品川弘樹

学校教育課長

教育指導係・特
別支援教育係・
学務係・小学
校・中学校・幼
稚園・少年育成
センター

建設課長

事業係・管理係・
工務係・用地係・
国道 11 号バイ
パス対策室

山中道裕

東分署長

消防係・救急係

水道局長

田辺敏文石川正広

教育委員会教育指導部長

古川拡延

消防本部消防長

近藤英樹

議会事務局長

石村泰彦

安部 弘

港湾課長

臨海土地造成
係・港務係・港
務所・港湾振興
室

寺尾大典

水道総務課長

総務係

近藤恭司

消防一課長

消防係・予防係・
救助係・救急係・
通信係・新宮分
遣所

教育委員会教育管理部長

大西 緑

文化・スポーツ
振興課長

文化振興係・文
化財係・かわの
え高原ふるさと
館・暁雨館・考
古資料館・図
書館・書道パ
フォーマンス甲
子園振興室・ス
ポーツ振興室

森実啓典

教育総務課長

総務係・学校施
設係・学校給食
係・三島学校給
食センター・土
居学校給食セン
ター・新宮学校
給食共同調理場

片桐 一

工水管理課長

管理係・新宮配
水管理事務所・
富郷配水管理事
務所

井川 剛

議事調査課長

議事調査係

建設部参与

喜井孝志

政策部参与

石水信和

寺岡達宏石川博文

眞鍋 葵

教育委員会事務局参与



後
期
日
程
の
第
１
次
試
験
は
、

９
月
22
日
（
日
）
の
予
定
で
す

○
一
般
事
務
職
（
初
級
）・（
初
級
・

　

障
が
い
者
）

○
技
術
職
（
初
級
・
土
木
）

○
管
理
栄
養
士
職
（
上
級
）

○
消
防
職
（
初
級
）

○
福
祉
職
（
上
級
）

※
詳
細
は
、
後
日
公
表
し
ま
す

令和元年度新規採用職員

　

採
用
試
験
は
、
試
験
区
分
に
よ
り

前
期
（
７
月
）
と
後
期
（
９
月
）
に

分
け
て
実
施
し
ま
す
。

※
前
期
及
び
後
期
日
程
試
験
の
う
ち
、

希
望
す
る
い
ず
れ
か
一
つ
に
つ
い
て

の
み
受
験
で
き
ま
す

◆
前
期
日
程
の
試
験
日
・
試
験
場
所

第
１
次
試
験

　

７
月
28
日
（
日
）

　
【
受
付
時
間
】
９
時
～
９
時
30
分

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
会
場
は
、
応
募
人
数
に
よ
っ
て
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
合
格
発
表
は
、
８
月
中
旬
に
合
否

の
通
知
を
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所

掲
示
板
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
公

告
し
ま
す

第
２
次
試
験

　

８
月
下
旬
の
予
定
（
詳
細
は
第
１

次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

第
３
次
試
験

　

10
月
上
旬
の
予
定
（
詳
細
は
第
２

次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

◆
採
用
試
験
の
方
法

上
級
及
び
中
級
区
分

第
１
次
試
験

○
当
日
受
付
時
に
申
請
内
容
な
ど
の
確 

　

認
の
た
め
簡
易
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

○
教
養
試
験
（
全
試
験
区
分
）

○
専
門
試
験
〔
技
術
職
（
土
木
、建
築
、

　

機
械
）、
保
健
師
、
保
育
士
・
幼
稚

　

園
教
諭
〕

○
性
格
検
査
（
全
試
験
区
分
）

第
２
次
試
験

○
面
接
試
験
（
全
試
験
区
分
で
プ
レ

　

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
個
人
面
接

　

試
験
）

○
作
文
試
験
（
全
試
験
区
分
）

○
そ
の
他
試
験（
消
防
職
は
体
力
試
験
）

第
３
次
試
験

○
面
接
試
験
（
全
試
験
区
分
で
個
人

　

面
接
試
験
）

民
間
企
業
等
経
験
者
区
分

　

試
験
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

実
施
要
綱
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
手
続
き

○
申
込
書
及
び
受
験
票
は
、
５
月
７

　

日
（
火
）
か
ら
人
事
課
及
び
各
窓

　

口
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
（
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
も
で
き
ま
す
）。

○
申
込
書
及
び
受
験
票
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

　

人
事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱

　

書
し
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
宛
先
を
書
い
た

　

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
封
筒
）

　

に
82
円
分
の
切
手
を
貼
り
、
必
ず

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡

　

易
書
留
の
控
え
は
、
受
験
票
が
届

　

か
な
い
と
き
の
確
認
手
段
と
な
り

　

ま
す
の
で
、
受
験
票
が
届
く
ま
で

　

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
７

　

月
１
日
（
月
）
ま
で
に
受
験
票
が

　

届
か
な
い
場
合
は
、
人
事
課
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込

　

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間

　

５
月
13
日
（
月
）
～
６
月
14
日
（
金
）

の
執
務
時
間
中
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
に
人
事
課

で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
郵
送
の

場
合
は
、
６
月
14
日
（
金
）
ま
で
の

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

◆
提
出
書
類

○
四
国
中
央
市
職
員
採
用
試
験
申
込

　

書
（
写
真
貼
付
）

○
受
験
票
（
写
真
貼
付
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

  

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
「（
前
期
日
程
）
四
国
中
央

市
職
員
採
用
試
験
実
施
要
綱
」
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令和元年度（前期日程）

四国中央市職員採用試験
令和元年度（前期日程）

四国中央市職員採用試験



令和元年度（前期日程）四国中央市職員採用試験の試験区分など

職種・試験区分 募集人数 学歴資格など

一般事務職（上級） 10 名程度

平成 2 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれ、4 年制大学（大学院）
を卒業した方、または令和 2年 3月末までに卒業見込みの方

技術職（上級・土木） 3 名程度

技術職（上級・建築） 2 名程度

技術職（上級・機械） 1 名程度

技術職（中級・土木） 1 名程度 平成 2年 4 月 2 日から平成 12 年 4 月 1 日までに生まれ、短期大学、高等専門学
校または専修学校（専門学校）を卒業した方、または令和 2年 3 月末までに卒
業見込みの方
※ 4年制大学を卒業した方及び令和 2年 3月末までに卒業見込みの方は除く技術職（中級・機械） 1 名程度

技術職

（民間企業等経験者）
若干名

昭和55年 4月 2日以降に生まれ、1級または2級土木施工管理技士の資格を有し、
かつ令和 2年 3月末までに土木事業に関する実務経験（6か月以上継続した期間）
が通算 3年以上ある方

保健師（上級） 2 名程度 平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれ、保健師の資格を有する方、または令和 2年 3
月末までに資格を取得見込みの方

保育士・幼稚園教諭

（中級）
8 名程度

平成 2年 4 月 2 日以降に生まれ、保育士及び幼稚園教諭の両方の資格を有し保
育士登録を完了している方、または令和 2年 3 月末までに両方の資格を取得し
保育士登録が完了見込みの方

作業療法士（中級） 1 名程度 昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれ、作業療法士の資格を有する方、または令和 2
年 3月末までに資格を取得見込みの方

言語聴覚士（中級） 1 名程度 昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれ、言語聴覚士の資格を有する方、または令和 2
年 3月末までに資格を取得見込みの方

心理判定員（上級） 1 名程度
昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれ、臨床心理士の資格を有し、かつ令和 2年 3 月
末までに医療機関や教育相談機関、社会福祉施設などで心理判定や心理療法、
その他相談業務に関する実務経験が通算 2年以上ある方

消防職（上級） 2 名程度
平成 2年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれ、普通自動車免許を取得
または取得見込みの方で、4年制大学（大学院）を卒業した方、または令和 2年
3月末までに卒業見込みの方

消防職（中級） 2 名程度
平成6年4月2日以降に生まれ、普通自動車免許を取得、または取得見込みの方で、
救急救命士の資格を有する方、または令和 2年 3 月末までに救急救命士国家試
験の受験資格を有し、かつ令和元年度実施予定の同試験を受験見込みの方

【注意事項】
○勤務場所は市役所または出先機関になります。
○上級における大学卒業（卒業見込みを含む）の方には、高等専門学校専攻科卒業（卒業見込みを含む）かつ学士の
　学位取得者（取得見込みを含む）を含みます。
○心理判定や心理療法、その他相談業務に関する実務経験とは、事業所などにおいて、概ね週 40 時間の勤務時間で
　勤務していた期間が該当します。また、複数の事業所にわたっている場合は、これらを通算することができます。
　最終合格決定後、実務経験年数を確認するため職歴証明書の提出が必要です（証明書が取れない場合は採用されま
　せんので注意してください）。



　

安
樂
寺
は
16
世
紀
の
後
半
、
新
宮
町
上
山
の

現
在
地
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

今
回
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
本
堂
は
、
建
築
様

式
や
葺
き
替
え
前
の
露ろ

ば
ん
ほ
う
じ
ゅ

盤
宝
珠
の
銘
か
ら
嘉か

え
い永

７
年
（
１
８
５
４
年
）
頃
の
再
建
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

安
樂
寺
本
堂
の
魅
力
「
板い

た
の
き軒

彫
刻
」

　

唐か
ら
よ
う様
（
禅ぜ

ん
し
ゅ
う
よ
う

宗
様
）
が
多
用
さ
れ
た
方ほ

う
さ
ん
げ
ん

三
間
の

安
樂
寺
本
堂
の
最
大
の
魅
力
は
、
雲
龍
を
施
し

た
板
軒
を
は
じ
め
と
す
る
彫
刻
物
に
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
板
軒
と
は
、
軒
下
に
通
常
用

い
ら
れ
る
化
粧
垂
木
で
は
な
く
、
厚
板
を
張
っ

た
軒
で
彩
色
や
彫
刻
が
施
さ
れ
た
も
の
を
指
し

ま
す
が
、
一
概
に
板
軒
と
は
言
う
も
の
の
、
他

で
は
板
面
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
簡
素
な
も
の

や
、
雲う

ん
も
ん文

や
波は

も
ん文

を
用
い
た
も
の
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
樂
寺
本
堂
は
そ

う
し
た
文
様
に
限
ら

ず
、
雲
龍
の
浮
き
彫

り
が
全
面
に
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に

市
指
定
文
化
財
に
指
定

　

新
宮
町
上
山
に
安
樂
寺
あ
り
！

龍り
ゅ
う
と
う頭
が
塊
の
材
か
ら

断
面
を
Ｕ
字
型
に
し

て
立
体
的
に
掘
り
出

さ
れ
た
箇
所
は
最
大

の
見
ど
こ
ろ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
技
法

は
丸
彫
り
と
呼
ば
れ
、
龍
頭
が
板
軒
か
ら
突
き

出
し
、
龍
の
目
や
ひ
げ
に
は
銅
板
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
堂
内
の
折お

り
あ
げ
ご
う
て
ん
じ
ょ
う

上
格
天
井
の
中
央
に
も

雲
龍
の
浮
き
彫
り
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

3月26日、後世に守り伝えるべき大切な文化財として、

眞言宗　大覺寺派　無
むりょうじゅさん

量壽山　阿
あ み だ い ん

彌陀院　安樂寺本堂

（新宮町上山 6198）が、市指定文化財（建造物）に

指定されました。

この特集では安樂寺について紹介します。
文化・スポーツ振興課　28-6043

　

平
成
28
年
10
月
、
和
歌
山
県
の
高
野

山
か
ら
参
り
、
安
樂
寺
の
住
職
に
な
り

ま
し
た
。
安
樂
寺
は
当
初
、
住
職
不
在

の
無
住
寺
で
し
た
が
、
檀だ

ん
か家
や
地
域
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
参
拝
者
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
寺
と
し
て
の
務
め
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
指
定
文
化
財
に
指
定
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、
地
域
活
性
化
の
一

助
と
な
れ
ば
何
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
い
ま
一
度
、
安
樂
寺
の
魅
力
を
見

つ
め
直
し
、
広
く
皆
さ
ま
に
伝
え
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
に
根
差
し
た
安
樂
寺

に
し
て
い
き
ま
す
。
新
宮
町
上
山
に
安

樂
寺
あ
り
！
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

訪れてくれた人たちとの交流を大切にし、安樂寺の魅力を伝えたい

▲安樂寺本堂の全景

▲雲龍の彫刻が施された板軒

　

そ
の
他
に
も
、
二に

て
さ
き
つ
め
ぐ
み

手
先
詰
組

と
し
た
組
物
や
、
唐
獅
子
牡

丹
や
岩
山
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
琵び

わ琶
板
、
鉈な

た
ぼ彫
り
を
思
わ

せ
る
大
型
の
木き

ば
な鼻
な
ど
、
建

物
の
各
部
位
ご
と
に
多
く
の

見
ど
こ
ろ
を
有
し
て
い
ま
す
。

彫
り
振
り
や
仕
上
げ
に
粗
さ

が
見
受
け
ら
れ
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
が
、
建
物
全
体
が
彫

刻
の
塊
の
様
な
印
象
を
与
え

る
と
同
時
に
、
手
掛
け
た
者

の
熱
意
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
と
し
て

　

縁
起
や
棟む

な
ふ
だ札
な
ど
の
詳
細
な
記
録
類
が
残
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
未
だ
不
明
な
点
も
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
板
軒
彫
刻
を
有
し
た
建

造
物
自
体
が
希
少
で
あ
り
、
ま
た
、
安
樂
寺
本

堂
が
有
す
る
様
な
板
軒
彫
刻
は
非
常
に
珍
し
く
、

他
に
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
装
飾
性
の
高

い
幕
末
期
の
建
造
物
と
し
て
価
値
の
高
い
も
の

で
あ
り
、
今
後
、
更
な
る
研
究
の
深
化
と
評
価

の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲二手先詰組の組物▲大型の木鼻

安樂寺住職

横山弘
ぐみょう

明さん

▲山門の寺名は住職の筆による

木製の不動明王像は

住職のお気に入り

◀

あ　

ん　

ら　
く　

じ



令和元年度四国中央ふれあい大学
　四国中央ふれあい大学は「四国の文化発信基地」を目指し、
市民が多くの人とふれあいを持ち、魅力ある生涯学習を進め
るために、さまざまな講座を行っています。

四国中央ふれあい大学は、下記の皆さまからの温かい賛
助金などにより各事業を行っています【50 音順・敬称略】
あいテレビ、石﨑商事㈱、イトマン㈱、㈱猪川商店、井原工業㈱、
梅錦山川㈱、愛媛新聞社、カミ商事㈱、川之江信用金庫、
川之江造機㈱、川之江ロータリークラブ、共同瓦斯㈱、㈱ゴークラ、
四国中央市文化協会、四国中央商工会議所、シンワ㈱、大王製紙㈱、
㈱大昌　工所、㈱トーヨ、南海放送、医療法人康仁会西岡病院、
社会医療法人石川記念会 HITO 病院、尾藤建設㈱、福助工業㈱、
ペガサス運輸㈱、マルウ接着㈱、㈱マルカワ、丸住製紙㈱、
三木特種製紙㈱、㈱モリオト、ユニ・チャーム㈱、
㈱リブドゥコーポレーション、リンテック㈱

鉄

四国中央ふれあい大学事務局
（文化・スポーツ振興課内）　28-6043

四国中央ふれあい大学

講座紹介

第 119 回
夏井いつき　句会ライブ
　令和 2年 1/25（土）　昼間（予定）
　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
　一般 1,000 円（当日 1,500 円）　
　高校生以下 500 円 （当日 1,000 円）

第 117 回
アンミカトークショー
　8/31（土）　昼間（予定）
　市民会館川之江会館　
※入場無料（整理券が必要です）

市内先行販売 5/9（木）～
　文化・スポーツ振興課、川之江窓口センター、
ユーホール（土居文化会館）、明屋書店川之江店
一般販売 5/16（木）～
　上記 4 か所、愛媛新聞旅行、愛媛新聞社の県内支社（東予支
社四国中央を除く）・エリアサービス・四国中央テレビ（取り寄
せ）、明屋書店（MEGA 西の土居店・新居浜松木店・川東店）、 ロー
ソンチケット（Lコード：62296）
※ 2歳以下無料（大人 1名につき 1名まで膝上鑑賞可。座席が必要な場合は有料）
※前売券が完売の場合は当日券の販売はありません
※年間パスポートをお持ちの方は紫色のチケットで入場できます

第 116 回
つるの剛士トークショー
～子育てを楽しもう～
　6/22（土）　
　14：00 ～（開場 13：30）　
　ユーホール（土居文化会館）
　※全席自由　
　一般 1,000 円（当日 1,500 円）
　小学生以下 300 円 （当日 800 円）

第 118 回
茂本ヒデキチ×桜 men
　10/27（日）　昼間（予定）
　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
　一般 1,000 円（当日 1,500 円）　
　高校生以下 500 円 （当日 1,000 円）

第 120 回
ねば～る君ののびーる教室＆
サイエンスマジックショー
　令和 2年 2/16（日）　昼間（予定）
　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
　一般 800 円（当日 1,300 円）　
　 高校生以下 500 円 （当日 1,000 円）

特別講座
徳永　進（野の花診療所院長）
講演会
　9/7（土）　昼間（予定）
　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
※入場無料（整理券が必要です）

情報発信事業

第 20 回　四国高等学校演劇祭
　 7/14（日）　　市民会館川之江会館

まちを行く～金生・切山編～参加者募集！
　 6/2（日）9：00 ～ 16：00　　 小さなお土産付き
※集合場所　市役所図書館東駐車場
　 向山古墳、宝洞山古墳、考古資料館、生き木地蔵、
真鍋家（茅葺屋根葺き替え工事見学）などを巡ります。
　 1,000 円（昼食、保険料などを含む）
　 5/24（金）17：00 まで
　　 四国中央ふれあい大学事務局
　（文化・スポーツ振興課内）　28-6043

まちを行く～俳諧の里　入野編～
　 10/5（土）　※詳細は未定

市民ミュージカル（四国中央ふれあい市民劇団）
　 11/16（土）、11/17（日）　
   しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

ふれあい大学年間パスポートを販売します！
　令和元年度のふれあい大学講座 5講座をお得に受講
できる年間パスポートを限定 100 冊販売します。
受講料　通常 3,800 円のところが 2,500 円に！
　5/9（木）8:30 ～ふれあい大学事務局（文化・スポー
ツ振興課内）で販売を開始します。
※パスポートのチケットは各講座 1回 1名のみ受講可能
※再発行及び払い戻しはできません
※イベント情報の詳細は、ふれあい大学ホームページや
広報などで随時ご確認ください



体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要。誰でも参加でき
ます
乳児保育所こども村　56-1310

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

6/ 5（水）川之江図書館 おはなし主体

6/ 7（金）川之江体育館 自由遊び主体

6/11（火）妻鳥保育園 0歳児主体

6/13（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

親子ふれあいあそび
無料

ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費 講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先

ガイドと歩く
四国・参勤交代の道
～新宮町霧の森界隈～
要申込

6/8（土） 10：00 ～（約 3時間）

※集合場所　霧の森第 1駐車場

初夏を感じながら、ガイドの案内
で「土佐街道」を歩きませんか！
小学生以上
12 名（最少催行人数 2名）
6/3（月）17：00 まで
2,000 円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

しこちゅ～
紙と神の物語
要申込

5/25（土） 10：00 ～（約 3時間）

※集合場所　ルミエール（三島中央）

ガイドの案内で興願寺、三島神社、
中通り商店街などを巡りながら、
本市の歴史などを学びませんか！
小学生以上
15 名
5/17（金）17：00 まで
2,000 円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

霧の森 20 周年感謝祭

20 周年を記念して、お茶まつりを
パワーアップ！新茶の即売会や産
直市、ステージイベントやもちま
きなど、内容盛りだくさん。毎年
恒例大人気の「茶そばわんこ大会」
や蛇口から新宮茶が出る「ちゃぐ
ち」でお茶尽くしの 1 日を楽しめ
ます！また、5/1（水）～ 8/31（土）
の 4 か月間は「20 周年謝恩期間」
とし、霧の森・霧の高原各施設で
記念イベントを実施します。
霧の森　72-3111

6/2（日）9：00 ～ 15：00

新宮町霧の森周辺

しこちゅ～ホール開館記念事業
仲道郁代ピアノ・リサイタル

8/24（土） 14：00 ～（13：30 開場）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

※前売券が完売した場合は当日券の販売はありません
　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）77-5142〔5/31（金）まで〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　59-4510〔6/3（月）～〕

一般 2,500 円（当日 3,000 円）
高校生以下 1,000 円（当日 1,500 円）
※こけら落とし公演のため、特別価格となっています
※全席指定。未就学児入場不可

友の会先行販売
6/3（月）10：00～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
※友の会については、広報 5月号同
封のチラシをご覧ください
一般前売り販売
6/11（火）～
しこちゅ～ホール（市民文化ホー
ル）、ユーホール（土居文化会館）、
明屋書店（川之江店・MEGA 西の土
居店・新居浜松木店・川東店）、 ロー
ソンチケット（Lコード：62764）

【開館時間】10：00～ 17：00

　72-3111

花
はなゆう

遊　押し花作品展

5/1（水）～ 6/2（日）

霧の森ギャラリー（ふれあい館内）

霧の森ギャラリー展
入場無料

合田加代子と仲間達

切り絵作品展

5/11（土）～ 6/2（日）

霧の森ギャラリー

（菓子工房 2階）



英語カフェ①
要申込

5/26（日）15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

カジュアルな雰囲気で自由な話題
を英語で話しませんか
高校生以上
15 名
5/23（木）まで
一般 500 円、会員 200 円
※別途飲食代が必要
チェルシー・コリンズ（市 CIR）、
市 ALT
　市国際交流協会　28-6014

国際交流員とニュースの記事を題
材にして英語を学びませんか。
中級～
20 名
5/15（水）まで
一般 4,000 円、会員 2,000 円
チェルシー・コリンズ（市 CIR）　
市国際交流協会　28-6014

5/16 ～ 6/27（毎週木曜日・全 6回）

19：00 ～ 20：00　※ 6/6 はお休み

市役所市民交流棟 2階　会議室 1

第 39 回四国中央市
三島連合書道展
入場無料

5/25（土）9：00 ～ 17：00

5/26（日）9：00 ～ 16：00

中之庄公民館

各会派の作品約 85 点を展示
三島書道連合会事務局
74-2902（西川）

第 47 回硯友書作展
入場無料

5/18（土）9：00 ～ 17：00

5/19（日）9：00 ～ 16：00

川之江文化センター 2階　ホール

日々の努力の成果を発表！
硯友書道会　090-7582-8646（篠原）

5/11（土） 9：00 ～ 17：00

5/12（日）9：00 ～ 16：00

川之江文化センター 2階　ホール

山野草、ミニ盆栽、席飾りの展示。
実技講習 2日間。即売有り。
川之江緑風会事務局
080-6392-9010（尾藤）

第 51 回川之江緑風展
入場無料

チャレンジプログラム～伊予手漉
す

き和紙　職人技に挑戦～
6/23（日）

1回目 10：00 ～ 11：40　2 回目 13：00 ～ 14：40　3 回目 15：00 ～ 16：40

紙のまち資料館 2階　手すき実習室

手すき職人の技を間近で見学した後、紙すき体験ができます。また、
簡単な、はがき・しおり作りも体験できます。
小学 4年生以上
各回 20 名（定員になりしだい受け付け終了）
6/11（火）まで
電話・ファクス・Ｅメールのいずれかで申し
込みください。ファクス・Eメールの場合は、
住所、氏名、生年月日、電話番号、参加希望
の時間を明記してください（様式自由）。
※ファクス・Ｅメールで申し込みされた方には、6/12（水）～ 6/16（日）
に参加決定の連絡をします。参加希望時間ごとの応募者が定数を超え
た場合は、時間帯を変更させていただきますので、ご了承ください
はがき・しおり作りのみの体験　大人 500 円　中学生以下 200 円
職人技に挑戦した紙すきも体験　大人 1,000 円　中学生以下 500 円
　紙のまち資料館　28-6257　　28-6196
kaminomachi@city.shikokuchuo.ehime.jp

参加者募集！

（写真はイメージです）

もっと！あったマルシェ
 2019

福祉事務所と協働したマルシェ、
障がい者のアートやライブなどが
あり、年齢や障がいの有無に関わ
らず参加できます。障がいのある
方のアート作品を募集しています。
もっと！あったマルシェ 2019 実
行委員会事務局（社会福祉法人　
光と風内）　24-4006

6/2（日）10：00 ～ 15：00

新町商店街・三島中央公園・

三島公民館

5/25（土） 19：00 ～

ユーホール（土居文化会館）

アトリウム

曲目「秋の月」「情熱大陸」「恋は
水色」など
G. 奏楽　28-1150（山内）

伝統楽器の魅力広がる
第 7回奏楽らいぶ
無料

5/24（金）～ 5/26（日）

9：00 ～ 17：00

（最終日は、16：00 まで）

川之江文化センター 2階　ホール

第 23 回宇摩美術会展
入場無料

宇摩美術会　23-2694（宮崎）

5月の休館日について　6日（月）～9日（木）、13日（月）～16日（木）、
　　　　　　　　　　 20 日（月）、21 日（火）、27 日（月）

NEWS 英会話①
要申込



3/17
四国中央掃除に学ぶ会による
トイレ清掃活動

3/18 東部学校給食センター落成式 3/24
第 23 回四国中央市長杯
朝日 S-1 グランプリ 2019

3/27 第 9回ジュニア・フレッシュコンサート 3/28 土居東こども園落成式

3/17 ジャジャわん祭り＆じく

　四国中央掃除に学ぶ会（毛利久美子代表）が、川之

江城山公園で行いました。同会は、「トイレ掃除で心も

美しく」をテーマに、トイレ掃除の実習などを行って

います。この日は、市内外から参加した 19 人が、心を

込めてトイレ掃除に取り組みました。

　ジャジャうま広場で、人気のマルシェ「じく」との

コラボレーションにより行われました。参加者は自慢

の愛犬と一緒に、パン食い競争や借り犬競争などの運

動会に出場したり、しつけ教室やダンスに参加したり

して、愛犬との時間を楽しんでいました。

　老朽化した三島給食センターに代わる施設として、

平成 29 年 9 月から建設を進めてきた東部学校給食セン

ターが、三島中央 1 丁目に完成しました。同センター

で調理した給食は、2 学期から三島地域の公立幼稚園

と小・中学校の 11 施設に約 3,200 食が提供されます。

　ユーホール（土居文化会館）で、一般の部 3 クラス、

子どもの部 4 クラスに分かれ、アマチュア棋士 175 人

が熱戦を繰り広げ、S-1 の部では大阪市の木村秀利さん

が連覇を果たしました。午後からは、安
あ ん よ う じ

用寺孝
たかのり

功 6 段

と長谷川優貴女流 2段による指導対局も行われました。

　ユーホール（土居文化会館）で開催され、さまざま

な音楽コンクールで入賞した本市在住・出身の小学 2

年生から大学生までの 16 人が 1 曲 1 曲心を込めて演奏

しました。オーボエ、ホルン、フルートなどで演奏さ

れた美しい音色に、観客は聞き入っていました。

　土居町津根に土居東地域の子育て支援の拠点施設と

して建設された、公立初の「幼保連携型認定こども園」

の落成式が行われました。関係者に感謝状が贈られた

後、３月に閉園する長津保育園の園児たちも参加し、

テープカットが行われました。
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「じくの絵ほん屋さん」 4/7 市内各地で桜まつり
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四国中央市長

篠 原  実

　城山公園、向山公園、三島公園など市内各地で桜ま

つりが開催されました。今年は満開の桜のもと、もち

投げや子ども相撲大会、お茶席や火縄銃砲術演武など

たくさんの催しが行われ、多くの行楽客が春の恒例行

事を楽しんでいました。

　川之江町の浜公園こども広場で開催されました。絵

本の交換などができる「じくの絵ほん屋さん」には多

くの親子連れが集まり、子ども達は気に入った本を見

つけては手に取ったり、読んでもらったりしながら、

楽しい時間を過ごしていました。

凡人パルプさんがしこちゅ～観光大使に就任4/2

　愛媛プロレスに所属す

る本市在住の「凡人パル

プ」さんが、しこちゅ～

観光大使に就任し、委嘱

状・名刺・たすきが贈呈

されました。篠原市長は、

「いろいろなところで活

躍し宣伝していただくこ

とが、本市にとってプラ

スになります。我々も努力して、活躍の場を設けたいと思います」と激励し、凡

人パルプさんは「愛媛プロレスができたのがちょうど 3 年前の 4 月 2 日。この記

念日にしこちゅ～観光大使に就任できたことは、本当にすごいことだと思ってい

ます。四国中央市を全国に少しでもアピールできるように、一生懸命頑張ります」

とやる気をみなぎらせていました。観光大使の任期は 3年間です。

テーマ

「市役所　　
立体駐車場」



　5/7（火）9時から受付開始
　建築住宅課（消防防災センター 5階）
木造住宅耐震診断事業（次のどちらかを選択）

○派遣方式
　耐震診断技術者を派遣（無料）
　※評価手数料は必要です
○補助方式
　耐震診断補助の補助対象費の 3分の 2以内
　（最大 3万 5千円）
診断事業で、耐震改修が必要と判定された場合

　　　↓

木造住宅耐震改修事業

○耐震改修設計
　補助対象費の 3分の 2以内（最大 20 万円）
○耐震改修工事
　補助対象費の総額（最大 90 万円）
○耐震改修工事監理
　補助対象費の 3分の 2以内（最大 4万円）

木造住宅耐震診断・耐震改修工事補助事業

※詳しくは市ホームページをご覧いただくかお問い合わせください
　建築住宅課　28-6183　　28-6189

耐震化補助事業を活用して大規模災害に備えましょう！

住宅耐震化促進リフォーム等補助事業

　5/7（火）9時から受付開始
　建築住宅課（消防防災センター 5階）
基本工事補助

※工事費用の 10 分の１かつ、限度額は次の上限額

※ 1,000 円未満の端数を切り捨てた額

※工事費が 10 万円以上（税抜き）の工事

○一般リフォーム補助（上限 10 万円）
○木造住宅リフォーム補助（上限 15 万円）
○木造住宅耐震化リフォーム補助（上限 20 万円）
　左記の耐震改修事業補助による上限 90 万円と併せて
利用できます。
加算工事補助

※工事費が 10 万円以上（税抜き）の工事

○省エネリフォーム補助
　上記の基本工事補助の上限額に 5万円を加算

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）からのお知らせ

5/31（金）まで
〒 799-0101　川之江町 4069-1
　　　　　　（市民会館川之江会館 1階）
電話：77-5142

6/3（月）から
〒 799-0113　妻鳥町 1830-1
　　　　　　（しこちゅ～ホール運営事務室）
電話：59-4510

◆ 6/3（月）から窓口（貸館受付・問い合わせ先）が変わります。

⇒

◆しこちゅ～ホール見学会のご案内（申し込み不要）
　ホール完成を記念し、市民の皆さまを対象とした見学会を

開催します。

　5/26（日）13：00 ～ 16：00

　しこちゅ～ホール（妻鳥町 1830-1）

※駐車場はホール敷地内の駐車場をご利用ください

※小学生以下は保護者同伴でご参加ください

　新庁舎・文化ホール整備課　28-6022　　28-6057

大ホール

◆しこちゅ～ホールこけら落とし公演第Ⅱ部の合唱団に
　よる出演団体を募集します
　8/25（日）10：00 ～ 16：00（予定）

　しこちゅ～ホール　大ホール

　市内在住・在勤の方で構成する合唱グループ

※ 1団体 10 分程度の演奏

　5/24（金）まで

　無料

※申込方法など詳しくは、お問い合わせください

　新庁舎・文化ホール整備課　28-6022　　28-6057

【交通のご案内】

○  車　 三島川之江 IC 下車 400 ｍ、約 1分

○ バス せとうちバスで JR 伊予三島駅または川之    

　　　　 江駅から乗車、バス停「しこちゅ～ホール北」

　　　　 で下車後、徒歩 5分



者
が
同
居
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
額
は
、
年
金
保
険
料
の
納
付
実
績
な
ど

に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
）。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７　
　

28
・
６
０
５
８

　

ご
み
収
集
の
お
休
み

　

５
月
４
日
（
土
・
祝
）
の
ご
み
の
収
集
は

お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
は
ご
家
庭
で
保
管
し
て
ご
み
集
積
所

に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
常
通
り
受
け
入
れ

ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９

　

老
朽
危
険
空
家
除
却
の
補
助
を

　

行
い
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
の
福
祉
と
地
域
の
住
環
境

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
老
朽
化
に
よ
っ
て

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
空
き
家
を
除
却

す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行

…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　

均
等
割
９
割
軽
減
対
象
の
方
へ

　

今
年
度
か
ら
、
８
割
軽
減
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
は
10
月
、

そ
れ
以
外
の
方
は
７
月
納
期
分
か
ら
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
の
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
や
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化

の
支
援
対
象
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
課
税

い
ま
す
。
な
お
、
一
部
に
対
象
と
な
ら
な
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
空
き
家

　

個
人
が
所
有
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
部

分
で
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
、
次
の
３
つ
の
条

件
を
満
た
す
も
の
か
ら
選
定
し
ま
す
。

○
居
住
、
そ
の
他
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

が
常
態
化
し
て
い
る
も
の

○
腐
朽
、
破
損
な
ど
が
一
定
の
基
準
を
満
た

　

す
も
の

○
倒
壊
し
た
場
合
に
、
道
路
と
の
境
界
を
越

　

え
、
災
害
時
の
避
難
行
動
な
ど
に
支
障
を

　

き
た
す
恐
れ
が
あ
る
も
の
、
ま
た
は
隣
地

　

と
の
境
界
を
越
え
、
隣
地
に
悪
影
響
を
及

　

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
も
の

補
助
対
象
者

　

対
象
と
な
る
空
き
家
の
所
有
者
な
ど

補
助
金
額

　

補
助
対
象
工
事
費
に
５
分
の
４
を
乗
じ
た

金
額
（
最
高
80
万
円
）

※
補
助
対
象
工
事
は
、
一
定
の
資
格
を
有
す

る
業
者
が
請
け
負
う
工
事
に
限
ら
れ
、
取
り

壊
し
後
の
整
地
工
事
費
、
地
下
埋
設
物
の
除

却
、
家
財
道
具
の
処
分
な
ど
に
要
す
る
費
用

は
含
ま
れ
ま
せ
ん

受
付
期
間
　

　
５
月
９
日
（
木
）
～
６
月
７
日
（
金
）

　

建
築
住
宅
課　

空
家
等
対
策
室

　

28
・
６
１
８
４　
　

28
・
６
１
８
９

　

軽
自
動
車
の
税
金
を
口
座
振
替
で

　

納
付
さ
れ
て
い
る
方
へ

　　

５
月
末
日
か
ら
６
月
上
旬
に
車
検
有
効
期

限
を
迎
え
る
方
で
、
軽
自
動
車
税
を
口
座
振

替
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
税
証
明
書
（
継
続

検
査
用
）
の
発
送
が
６
月
14
日
ご
ろ
と
な
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
内
に
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
検
は
１
か
月
前
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

28
・
６
０
５
８

　

債
権
管
理
条
例
を
施
行
し
ま
し
た

４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た

　

こ
の
条
例
は
、
市
の
債
権
を
適
正
に
管
理

し
、
市
民
負
担
の
公
平
性
及
び
財
政
の
健
全

性
の
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

条
例
で
は
、
市
税
・
保
険
料
・
保
育
料
・

水
道
料
金
・
住
宅
使
用
料
な
ど
、
市
が
取
り

扱
う
全
て
の
債
権
を
対
象
に
、
債
権
管
理
に

関
す
る
統
一
し
た
取
り
扱
い
を
定
め
て
い
ま

す
。

【
主
な
内
容
】

○
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
無
い
場
合
は
、
法

　

令
に
基
づ
く
督
促
を
行
い
、
未
納
の
状
況
に

　

よ
り
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
、
強
制

　

執
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
徴

　

収
停
止
や
履
行
期
間
の
延
長
な
ど
の
措
置

　

を
行
い
ま
す
。

○
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
回
収
の
見
込
み

　

の
な
い
債
権
に
つ
い
て
は
、
放
棄
を
行
い
、

　

業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
納
付
相
談
を
！

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
履
行
期
限

の
延
長
や
分
割
な
ど
に
よ
る
納
付
の
手
続
き

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
場
合
は
、
速

や
か
に
各
債
権
の
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

税
務
課　

債
権
管
理
対
策
室

　

28
・
６
０
１
１　
　

28
・
６
０
５
８



三島地域

5/19（日）

豊岡公民館 9:00 ～ 9:15

寒川公民館 9:25 ～ 9:45

中之庄公民館 9:55 ～ 10:10

農業振興センター
（プリエール三島南側）

10:20 ～ 10:30

三島公民館 10:40 ～ 10:50

八幡神社（上秋則）11:00 ～ 11:15

松柏公民館 11:25 ～ 11:40

図書館東駐車場 11:50 ～ 12:00

土居地域

5/26（日）

関川小学校 9:00 ～ 9:10

北野保育所 9:20 ～ 9:35

土居保育所 9:45 ～ 10:00

北小学校 10:10 ～ 10:25

小富士公民館 10:40 ～ 10:50

長津小学校 11:00 ～ 11:15

野田中央会館 11:25 ～ 11:35

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
及
び
畜

犬
登
録
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
左
記
の
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
お
近
く
の

動
物
病
院
で
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
は
が
き
が
届
い
た
方
は
、
注
射
の
際

に
必
ず
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

予
防
注
射
料　

３
千
円

新
規
登
録
料　

３
千
円

※
で
き
る
だ
け
釣
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

　

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
の

　

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
「
は
か
り
」
を
使
用
し

て
い
る
方
は
、
２
年
に
一
度
の
定
期
検
査
が
計

量
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
格

シ
ー
ル
の
な
い
「
は
か
り
」
は
原
則
と
し
て
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
会
場

で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
（
要
手
数
料
）。

　

な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル
な
ど
を
家
庭
内
で
使
用
し
て
い
る
場

合
は
検
査
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　

県
計
量
検
定
所

　

０
８
９
・
９
４
７
・
４
０
０
１

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

28
・
６
１
４
９

日 時 場  所 時  間

5/ 9（木）

新宮公民館 10：30 ～ 12：00

金田公民館 13：30 ～ 14：30

上分公民館 15：00 ～ 16：30

5/10（金）川之江文化センター  9：30 ～ 14：00

5/13（月）川之江体育館 10：30 ～ 15：00

5/14（火）ユーホール（土居文化会館） 10：30 ～ 15：00

5/15（水）保健センター 10：30 ～ 15：00

5/16（木）
中之庄公民館 10：30 ～ 12：00

寒川公民館 13：30 ～ 15：00

　

「
工
業
統
計
調
査
」
「
経
済
セ
ン
サ
ス

　

（
基
礎
調
査
）
」
を
実
施
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
便
利
で
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
製
造
品
の
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
な
ど
を
６
月
１
日
現
在
で
調

査
し
、
我
が
国
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
５
月

中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

も
で
き
ま
す
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
（
基
礎
調
査
）
は
、
全
国

の
全
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
活
動
状
態
な

ど
の
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
各
種
統

計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
５
月
中
旬
か
ら
来
年
３
月
に

か
け
て
、
調
査
員
が
事
業
所
の
活
動
状
態
を

外
観
な
ど
に
よ
り
確
認
し
、
新
し
い
事
業
所

に
は
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の

目
的
以
外(

税
の
資
料
な
ど)

に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
統
計
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

28
・
６
０
５
７

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
方

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
40
年
間

（
４
８
０
月
）
の
保
険
料
を
納
め
る
と
満
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の
方
で
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、

納
付
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
方
は
、
任

意
加
入
す
る
こ
と
で
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
満
額

　
78
万
１
０
０
円

受
給
資
格
期
間
（
10
年
）
を
満
た
し
て
い
な

い
方

　

受
給
資
格
を
得
る
ま
で
（
最
長
70
歳
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

外
国
に
居
住
す
る
方

　
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本
国
籍
の
方
で

あ
れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
の
年
金
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

国
民
年
金
保
険
料

　
令
和
元
年
度
月
額　

１
万
６
４
１
０
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
金
融
機
関
の
通
帳
と

お
届
け
印
、
年
金
手
帳

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

　

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８



　

「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」

　

「
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
」
定
期
開
催

　

６
月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
「
普
通

救
命
講
習
Ⅰ
」（
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
）

「
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
」（
小
児
・
乳
児
・
新
生

児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
）
を
定
期
開
催
し

ま
す
。
講
習
会
は
１
回
３
時
間
で
受
講
後
に

修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
各
種
団
体
を
は
じ

め
、
ご
夫
婦
や
ご
友
人
同
士
、
お
一
人
で
も

参
加
で
き
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
、
市
役
所
周
辺

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
講
習
途
中
で
参
加
し
た
場
合
は
、
修
了
証

を
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん

　

50
名

　

各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で

　
　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
３

　

23
・
６
６
１
４

月
　
日

時
間

場
所

備
考

６
月
16
日
（
日
）

６
月
23
日
（
日
）

７
月
９
日
（
火
）

７
月
28
日
（
日
）

８
月
９
日
（
金
）

８
月
24
日
（
土
）

９
月
９
日
（
月
）

10
月
９
日
（
水
）

11
月
９
日
（
土
）

12
月
９
日
（
月
）

１
月
９
日
（
木
）

２
月
９
日
（
日
）

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

５
月
15
日
（
水
）・
21
日
（
火
）・
27
日
（
月
）

　

17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

春
季
夜
間
工
事
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

次
の
期
間
、
土
居
IC
上
下
線
入
口
で
工
事

の
た
め
、
土
居
IC
か
ら
松
山
自
動
車
道
へ
乗

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
降
り
る
こ
と
は
で

き
ま
す
）。
迂
回
路
は
国
道
11
号
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
27
日
（
月
）
～
30
日
（
木
）

　

各
日
20
時
～
翌
朝
６
時

※
予
備
日
（
荒
天
の
場
合
な
ど
）

５
月
31
日
（
金
）
20
時
～
６
月
１
日
（
土
）

６
時

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
愛
媛
高
速
道

路
事
務
所　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
１

　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
５

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

　

住
宅
や
事
業
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
設

置
か
ら
８
年
以
内
ご
と
に
一
度
取
り
替
え
る

よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
新
し
い

メ
ー
タ
ー
へ
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
は
、
水
道
局
が
発
注
し
た
指
定

工
事
事
業
者
が
行
い
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、

取
替
作
業
中
の
10
分
か
ら
15
分
程
度
は
断
水

と
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
水
整
備
課　

28
・
６
４
５
４

　

28
・
６
４
６
３

9：30 ～ 12：30

消防防災センター
（1階救急研修室、3階大会議室）

6/16・7/28・8/9 は「普通救命講習Ⅲ」で、
そのほかは「普通救命講習Ⅰ」です。

　

今
月
は
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
！

納
期
限
は
５
月
31
日
（
金
）
で
す

　

自
動
車
税
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス

マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
コ
ン
ビ
ニ
、
金
融
機
関

な
ど
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
中
旬
ご
ろ
に
届
く
納
税
通
知
書
を
ご

確
認
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。　

　

東
予
地
方
局

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０
（
代
表
）

　

課
税
課
（
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
）　

　

税
務
管
理
課
（
納
税
に
関
す
る
こ
と
）

　

０
８
９
７
・
56
・
０
７
１
６

　

消
防
車
両
の
更
新
に
つ
い
て

　

本
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
と
東
分
署

（
川
之
江
町
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

高
規
格
救
急
自
動
車
は
、
最
新
の
高
度
救
命

処
置
用
資
機
材
を
装
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅

速
な
応
急
処
置
が
行
え
ま
す
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
消
防
水
利
か
ら

の
強
力
な
放
水
に
加
え
、
６
０
０
㍑
の
水
を

積
載
し
、
圧
縮
空
気
泡
消
火
装
置
を
搭
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
少
量
の
水
で
高
い
消
火
性

能
を
発
揮
し
ま
す
。

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
３

　

23
・
６
６
１
４

　

消
防
救
助
技
術
署
内
選
考
会

　

（
レ
ス
キ
ュ
ー
競
技
会
２
０
１
９
）

　

第
４
回
愛
媛
県
消
防
救
助
技
術
大
会
へ
の

出
場
を
か
け
た
、
署
内
選
考
会
を
公
開
し
ま

す
。
選
考
会
の
後
に
は
、防
災
学
習
コ
ー
ナ
ー

や
消
防
車
両
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

　

６
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
～

※
荒
天
時
は
６
月
２
日
（
日
）
に
順
延

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　

救
助
訓
練
施
設

※
駐
車
場
は
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
東
側
や

三
島
図
書
館
東
側
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　

28
・
９
１
１
９

　

23
・
６
６
１
４



　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る
方

で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
や
市
内
事
業

所
に
所
属
す
る
方

主
な
活
動

　

総
会
〔
６
月
７
日
（
金
）
開
催
予
定
〕、
研

修
会
（
年
数
回
）
の
ほ
か
、
必
要
な
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

年
会
費

　
千
円

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
募
集

公
演
予
定
日　

11
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

公
演
場
所

　
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文

化
ホ
ー
ル
）

特
別
出
演

　
帆
風
成
海
さ
ん
（
予
定
）
ほ
か

練
習
日　

７
月
６
日
～
11
月
15
日
（
毎
週
月
・

水
・
土
曜
日
）
19
時
～
21
時
（
予
定
）

　

市
内
在
住
の
現
在
小
学
３
年
生
以
上
の
男
女

（
年
齢
上
限
な
し
。
保
護
者
の
参
加
歓
迎
）

　

50
名
程
度

　

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学

校
名
・
学
年
）
を
明
記
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

（
様
式
自
由
）。

　
　

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会

　

74
・
３
６
１
８　
　

22
・
３
２
１
８

　

〒
７
９
９
・
０
７
１
２　

土
居
町
入
野
56

ち
か
い
ビ
ル
４
階

　

musical@r-lifedesign.jp

　

医
学
生
（
奨
学
生
）
募
集

　

将
来
医
師
と
し
て
、
本
市
の
指
定
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
意
志
の
あ
る
医
学
生
に
対

し
、
修
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
、
貸
付

期
間
と
同
期
間
勤
務
す
れ
ば
、
奨
学
金
の
返

還
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

貸
付
金
額

○
修
学
資
金
奨
学
金　

月
額
20
万
円

○
入
学
資
金
奨
学
金　

50
万
円
以
内
（
入
学

　

金
な
ど
と
し
て
大
学
に
収
め
る
額
）

　

入
学
生
及
び
在
学
生
で
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
な
ど
が
市
民
の
方

　

１
名

　

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　
　

保
健
推
進
課　

地
域
医
療
対
策
室

　

28
・
６
１
５
７　
　

28
・
６
１
１
０

募　

集

　

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会

　

新
規
入
会
者
募
集

　

介
護
支
援
専
門
員
の
知
識
・
技
術
の
向
上

と
、
各
職
種
間
の
連
携
・
情
報
交
換
を
図
り

ま
す
。

　

ロ
バ
隊
長
み
ん
な
で
作
ろ
う

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ロ
バ
隊
長
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
！

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

た
子
ど
も
た
ち
（
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出

し
た
り
、
家
族
な
ど
と
認
知
症
に
つ
い
て
話

し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
（
金
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

（
参
加
可
能
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

お
持
ち
の
方
は
裁
縫
道
具
（
材
料
は
こ
ち

ら
で
準
備
し
ま
す
）

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

介
護
情
報
ア
プ
リ
「
愛
顔
ケ
ア
ね
っ
と
」

　

誰
で
も
手
軽
に
介
護
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。「
愛
顔
ケ
ア
ね
っ

と
」
で
検
索
し
て
、
ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

県
長
寿
介
護
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
３
０

　

０
８
９
・
９
３
５
・
８
０
７
５

　

市
営
墓
地
使
用
希
望
者
募
集

　

次
の
市
営
墓
地
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
込
要
件
な
ど
を
確
認
の
う
え
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格
及
び
要
件

　

本
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有
し
、
現
に

墓
地
が
な
い
た
め
に
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し

て
い
る
な
ど
、
今
す
ぐ
墓
地
を
必
要
と
し
、

２
年
以
内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方

申
込
期
間

　

５
月
７
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）

抽
選
日

　

６
月
12
日
（
水
）

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

28
・
６
０
５
９

墓園名 所在地 区画数
区画面積

（㎡）

永代使用料

（1㎡あたり）

横地山
中曽根町字横地山

乙 56 番地 2外
9 6

72,000 円

77,000 円

桃山
中曽根町字中山

乙 50 番地 1外
19 4 ～ 6.97

 6,000 円

 8,000 円

13,000 円

14,500 円

16,500 円

桃山新
中曽根町字中田井

1番地 1外
2 6 64,700 円



講座名 期間 時間 定員など 講師

楽しい着付け講座【前期】

（全 15 回）

6/5 ～ 9 月　

主に毎週水曜日
10:00 ～ 11:30

6 名　※着物など着付けに必

要な物をお持ちの方
岸　照子さん

野菜ソムリエの手ごねパンでランチ

教室講座（全 10 回）

6/21 ～翌年 2月　

主に毎月第 3金曜日
10:00 ～ 13:00 16 名 加藤智子さん

野菜ソムリエの旬の料理教室講座

（全 10 回）

6/27 ～翌年 2月　

主に毎月第 4木曜日
10:00 ～ 13:00 16 名 合田麻起さん

おかしとサンドイッチの教室講座

（全 10 回）

6/11 ～翌年 2月　

主に毎月第 2火曜日
10:00 ～ 13:00 16 名

加藤智子さん

合田麻起さん

楽しい陶芸講座【初級】

（全 10 回）

6/6 ～翌年 3月　

主に毎月第 1木曜日
9:30 ～ 11:30

10 名　※陶芸を習ったこと

がない方
荒井恵子さん

切り絵講座（全 10 回）
6/13 ～翌年 2月　

主に毎月第 2木曜日
10:00 ～ 12:00 10 名 合田加代子さん

クラフトバンド（紙バンド）講座

（全 18 回）

6/7 ～翌年 3月　

主に毎月第 1・3金曜日
9:30 ～ 12:00 10 名 高石小百合さん

誰でも楽しめる盆栽講座

（全 18 回）

6/8 ～翌年 2月　

主に毎月第 2・4土曜日
19:00 ～ 21:00 10 名 日野　勉さん

コラボで和音講座（全 18 回）
6/11 ～翌年 3月　

主に毎月第 2・4火曜日
19:30 ～ 21:30

15 名　※持参できる楽器を

お持ちの方
辻本瑠美さん

太極拳講座（全 18 回）
6/14 ～翌年 2月　

主に毎月第 2・4金曜日
19:30 ～ 21:00

40 名　※受講歴 4 年以下の

方
河村珠江さん

気功講座（全 18 回）
6/12 ～翌年 2月　

主に毎月第 2・4水曜日
19:30 ～ 21:00 20 名 河村珠江さん

○定員を超えた場合は抽選（未受講者優先）とし、抽選結果は応募者全員に通知します。

○定員に満たない場合は開講しない場合があります。

○都合で日程などを変更する場合があります。

○楽しい陶芸講座（中級・上級）の受講を希望する方はお問い合わせください。

　ユーホール（土居文化会館）

　 5/18（土）まで

　 1講座につき1,500円（年間）

　※材料費などは別途

生きがい講座「ライフデザイン」受講生募集 ユーホール（土居文化会館）
28-6353　　28-6388

　　

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
ふ
る
さ
と　

　

再
発
見
講
座
受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

「
四
国
中
央
市
ら
し
さ
」
を
発
見
、
再
確

認
す
る
活
動
で
す
。
今
回
は
、
川
之
江
地
域

と
三
島
地
域
の
昭
和
30
年
～
40
年
代
こ
ろ
の

生
活
や
産
業
、
文
化
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　
　川

之
江
地
域　

６
月
15
日
（
土
）
13
時
～
15
時

川
之
江
図
書
館

三
島
地
域　

６
月
22
日
（
土
）
13
時
～
15
時

三
島
図
書
館

　

各
会
場
40
名
程
度

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
市
内
各
図
書

館
、
暁
雨
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

し
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　

暁
雨
館　

28
・
６
３
２
５

　

28
・
６
３
２
６

　　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
初
心
者
講
座

　

受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

５
月
14
日
～
６
月
11
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
５
回
）
10
時
～
11
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

　

10
名
程
度

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
有
り
）、
筆
記
用

具
　

５
月
７
日
（
火
）
ま
で

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル　

う
さ
み
み　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　　

点
字
教
室
受
講
生
募
集
（
無
料
）

パ
ソ
コ
ン
点
訳
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

６
月
１
日
～
29
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全
５

回
）
14
時
～
16
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
有
り
）

　

５
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

点
字
サ
ー
ク
ル　

は
な
び
ら　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

土
の
う
作
製
団
体
募
集

　

台
風
な
ど
に
備
え
、
訓
練
も
兼
ね
て
、
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
で
土
の
う
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
砂
と
袋
は
市
で
準
備
し
ま
す

の
で
、
作
製
し
た
土
の
う
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
実
施
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
あ

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

　

23
・
６
６
１
４



　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

５
月
９
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会

　

24
・
２
２
３
５　
　

24
・
２
２
３
６

　

無
料
特
許
・
商
標
相
談
（
要
予
約
）

　

５
月
13
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０　
　

58
・
６
２
９
４

相　

談

　　

自
動
車
税
（
普
通
車
）
の
減
免
申
請
が

　

市
の
出
張
窓
口
で
行
え
ま
す

　
　

　

５
月
14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）

　

９
時
30
分
～
16
時

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室
２

　

障
が
い
の
内
容
や
等
級
を
証
明
す
る
も

の
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）、

運
転
免
許
証
（
両
面
の
コ
ピ
ー
可
）、
本
人

名
義
の
自
動
車
検
査
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
今

年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
到
着
し
て

い
る
場
合
）、
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

※
身
体
障
が
い
が
あ
る
18
歳
未
満
の
方
、
知

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

愛
媛
県
職
員
募
集

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経
験
者

を
対
象
と
し
た
試
験
も
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
愛
媛
県
職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
23
日
（
日
）

　

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
２
６

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
１
９

的
障
が
い
ま
た
は
精
神
障
が
い
が
あ
る
方

は
、
生
計
同
一
者
名
義
の
自
動
車
検
査
証
で

も
可

対
象
と
な
る
障
が
い
の
内
容
と
等
級

　　

家
族
が
運
転
す
る
場
合
は
、
上
記
の
持
参

物
以
外
に
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

県
東
予
地
方
局
課
税
課　

自
動
車
税
係

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０

　

０
８
９
７
・
56
・
０
７
１
６

　

生
活
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

28
・
６
０
２
３　
　

28
・
６
１
７
２

家族が運転する場合

1～ 4級
2・3級
3級

―

1・2級
1～ 3級
1～ 3級

1～ 3級
Ａ
1級

本人が運転する場合

3級（喉頭摘出による音
声機能障害がある場合）

1～ 6級
1～ 3級・5級

内　　容

視覚
聴覚
平衡機能

音声・言語・そしゃく機能

肢体不自由（上肢）
肢体不自由（下肢）
肢体不自由（体幹）
心臓、腎臓、肝臓ほか内部機能
療育手帳
精神障害者保健福祉手帳

　

無
料
法
律
相
談
（
申
込
不
要
）

　

５
月
13
日
（
月
）
10
時
～
15
時

受
付
時
間
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分　

　

松
山
地
方
裁
判
所
西
条
支
部
２
階
（
西
条

市
明
屋
敷
１
６
５
）

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
以
内
で
す　

　

松
山
地
方
裁
判
所
西
条
支
部　

庶
務
課

　

０
８
９
７
・
５
６
・
０
６
５
２

　

０
８
９
７
・
５
５
・
９
６
４
７

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※無料、要申し込み

5/10（金）・5/17（金）・
5/24（金）
10：00 ～ 12：00

市役所市民交流棟 1階
多目的室 1

障がいピアサポートセンター
24-0439

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など） 月～金曜日

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311
（鈴木・ファクス兼）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：15 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）
　　　　　 ※受付窓口を市民くらしの相談課に変更しています

 5/ 7（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 5/10（金） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　15 相談室

 5/20（月）　9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 5/21（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 5/22（水） 13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

 6/ 4（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 6/10（月） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：15までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 　　　　　　　※受付窓口を市民くらしの相談課に変更しています

 5/ 7（火）  9：00 ～ 12：00  市役所2階 介護認定審査室1・2  市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 5/ 8（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 5/15（水） 13：00 ～ 16：00  土居窓口センター 1階

 6/ 5（水） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室

 人権相談

 5/20（月） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター  人権施策課
28-6073
28-6173

 6/ 3（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

 6/10（月） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407    23-2496

 年金出張相談　※要予約

 5/ 9 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
 0897-35-1445

 5/23 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 6/ 6 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 5/ 7 （火）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

 総務調整課  
28-6002
28-6056

 5/10 （金） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 5/13（月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 5/21（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 5/27（月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　101 会議室

 6/ 3 （月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　101 会議室

 6/10 （月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 6/10 （月） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 5/ 7（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
 の相談課

28-6143
28-6149

 5/ 9（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 5/14（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 5/16（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 5/23（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 5/30（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 6/ 4（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 6/ 6（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893    089-932-8930

5 月の相談日程 もの忘れチェック体験（無料）
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを
使ったタッチパネル式の「もの忘れ
相談プログラム」を体験できます。
一人 5分程度で簡単にできます！

日時 場所

5/8（水）・6/5（水）
13：30 ～ 15：00

 高齢介護課
 （市役所 2階）

5/15（水）
13：30 ～ 15：00

川之江文化センター

3階

　高齢介護課　地域包括支援センター

　28-6147　　　28-6059

今月の納期
固定資産税　1期分

※納期限　5月 7日（火）

軽自動車税　全期分

保育所・幼稚園・

認定こども園使用料　5月分

市営住宅使用料　5月分

市営住宅駐車場使用料　5月分

※納期限　5月 31 日（金）

水道料金　4月分

下水道使用料　4月分

※納期限　5月 10 日（金）

東予若者サポートステーション

出張相談（無料・要予約）

　5/13（月）・5/27（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階　

　相談室

　就職にお悩みの 15 歳～ 39 歳の

方またはその保護者

　一人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション
　0897-32-2181　　0897-32-2182
　（新居浜市繁本町 8-65）

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147　　　28-6059

もの忘れ相談（無料・要予約）

　5/15（水）13：30 ～ 14：30

　川之江文化センター 3階

相談医師

　宮内昭二さん（宮内ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ）

　1人 30 分程度で 2名まで

※すでに専門医を受診されている場

合は対象外です。ご家族のみでのご

相談も可能です



川
之
江
図
書
館

子
ど
も
映
画
会　

※
無
料

　

５
月
11
日
（
土
）
14
時
～
14
時
40
分

　

「
お
し
り
た
ん
て
い
」

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　

５
月
16
日
（
木
）
10
時
～
12
時
20
分

　

「
ベ
ス
ト
・
キ
ッ
ド
」（
洋
画
・
吹
き
替
え
）

三
島
図
書
館

図
書
館
de
シ
ネ
マ
（
一
般
）　

※
無
料

５
月
24
日
（
金
）
10
時
～
11
時
25
分

　

「
ネ
コ
ナ
デ
」（
邦
画
）

こ
ど
も
シ
ネ
マ
の
会　

※
無
料

５
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時

　

「
が
ん
こ
ち
ゃ
ん
」「
ペ
ネ
ロ
ペ
」

　

幼
児
～

土
居
図
書
館

苔
玉
を
作
ろ
う
！

　

６
月
20
日
（
木
）
10
時
～

　

一
般　
　
　

15
名

　

５
月
15
日
（
水
）
９
時
～

　

５
０
０
円

　

山
内
加
代
子
さ
ん

５月の休館日

川之江図書館
三島図書館
毎週月曜日、31（金）

土居図書館
毎週月曜日、31（金）
6/4（火）～ 6/13（木）
※特別整理期間のため

おやこ図書館
毎週月曜日、
1（水）、2（木）、3（金）
4（土）、31（金）

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、

紙
の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
！

お
は
な
し
会

川
之
江
図
書
館

お
は
な
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
（
幼
児
～
）

　

５
月
25
日
（
土
）
14
時
～

三
島
図
書
館

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
３
年
生
）

　

５
月
18
日
（
土
）
14
時
30
分
～

土
居
図
書
館

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

５
月
８
日
（
水
）
10
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
（
乳
幼
児
～
）

　

５
月
18
日
（
土
）
14
時
～

お
や
こ
図
書
館

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室

　

６
月
15
日
（
土
）
10
時
30
分
～

　

５
月
７
日
（
火
）
９
時
～

　

１
０
０
円

　

宮
崎　

恵
さ
ん

団
体
ま
た
は
個
人
の
方
は
、
人
権
施
策
課

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

　

28
・
６
１
７
３

第
39
回
朝
日
文
化
会
館

　
会
館
ま
つ
り

　

６
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

○
イ
ベ
ン
ト

　

１
日
（
土
）
の
み　

10
時
～
15
時

　

人
権
の
つ
ど
い
（
三
島
地
域
の
小
中
学

校
の
発
表
）、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
、
木
工
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
工
作
の

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
あ
さ
ひ

マ
ル
シ
ェ
な
ど

○
作
品
展
示

　

両
日
と
も
に
９
時
～
17
時

　

三
島
地
域
の
幼
稚
園
と
保
育
園
の
園
児
・

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
作
品
展
示

　
　

朝
日
文
化
会
館　

28
・
６
０
７
０

　

28
・
６
１
０
４

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動

■
身
元
調
査
と
は

　

本
人
の
了
解
な
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
こ
と
を
、
近
所
の
人
や
知
人
、
興
信

所
を
通
し
て
調
べ
る
こ
と
で
す
。
結
婚
や

就
職
の
時
に
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
な
ぜ
い
け
な
い
の
か

　

身
元
調
査
は
、
家
族
・
財
産
・
学
歴
・

職
歴
な
ど
、
個
人
や
家
族
に
関
す
る
情
報

を
第
三
者
か
ら
集
め
、
そ
の
情
報
を
も
と

に
人
間
と
し
て
の
価
値
を
決
め
、
幸
せ
に

生
き
る
権
利
を
奪
う
許
せ
な
い
行
為
で
す
。

○
何
か
不
都
合
な
事
が
な
い
か
と
、
マ
イ

　

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
調
べ
る
こ

　

と
が
多
い
。

○
第
三
者
を
介
し
て
行
う
た
め
、
尋
ね
る

　

側
、
答
え
る
側
の
主
観
と
偏
見
が
加
わ

　

り
、
正
当
な
評
価
が
さ
れ
な
い
。

○
自
分
や
家
族
に
関
す
る
情
報
が
、
本
人

　

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
話
さ
れ
る
。

■
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動

　

本
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
重
大
な
人
権
侵
害
や
差
別
行

為
で
あ
る
身
元
調
査
を
、
私
た
ち
の
ま
ち

か
ら
な
く
し
て
い
く
「
身
元
調
査
お
こ
と

わ
り
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動
」
の
趣
旨

を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
玄
関
先
へ
身
元
調
査
お
こ

と
わ
り
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
運
動
に
協
力
い
た
だ
け
る

じ
ん
け
ん
広
場

身元調査おことわりステッカー



第 22 回金生町ふれあい
フェスティバル

5/12（日）8：30 ～
金生第一小学校グラウンド
※雨天時は小学校体育館でゲーム大会

金生公民館 28-6249

第 48 回妻鳥町民運動会

5/12（日）8：30 ～
妻鳥小学校グラウンド
※雨天中止（中止の場合、7時に放送）

28-6250妻鳥公民館

第 67 回金田町民運動会

5/12（日）9：00 ～
金田グラウンド
※雨天順延（延期の場合、7時に放送）

金田公民館 28-6251

第69回上分町民運動会

5/12（日）9：00 ～
上分小学校グラウンド
※雨天中止（中止の場合、7時に放送）

上分公民館 28-6248

第 35 回柴生町民運動会

5/12（日）9：00 ～ 12：00
新田公園
※雨天中止（中止の場合、7時に放送）

川滝公民館 28-6252

第 51 回松柏町民運動会

5/12（日）8：30 ～
松柏小学校グラウンド
※雨天中止（中止の場合、7時に放送）

松柏公民館 28-6062

第 37 回三島町民運動会

5/12（日）8：30 ～
三島小学校グラウンド
※雨天中止（中止の場合、7時に放送）

三島公民館 28-6063

おいしいパン教室参加者募集

初回 6/6（木）13：00 ～
※ 6・7月の第 1・3木曜日、9月の
　第 1・2木曜日
　15 名（先着順、初心者優先）
　1 回 700 円

中曽根公民館 28-6061

第 16 回中之庄地区
ウォーキング大会

5/12（日）9：30 出発
中之庄公民館にて 8：30 から受付
※雨天中止（中止の場合、7時に放送）

28-6065中之庄公民館 28-6066

寒川町親睦レクバレー大会

5/12（日）8：30 ～
寒川小学校体育館

寒川公民館 28-6066

ステップアップ教室『美
み が く

学』
参加者募集！

5/17（金）14：00 ～または 19：30 ～
　めんつゆと佃煮作り
　5/14（火）まで
　材料代実費

28-6360天満公民館

地域ふれあいレクバレー大会

5/18（土）8：30 集合
長津小学校体育館
　5/8（水）まで
※申し込みは公民館または地区役員まで

28-6362長津公民館

第35回川之江町民綱引き大会

5/26（日）9：00 ～
川之江体育館

川之江ふれあい
交流センター

28-6247



乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

※川之江・新宮地域にお住まいの方へ：健診・相談場所は、川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）です
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

保健センター 28-6054　　保健推進課川之江窓口 28-6214　　保健推進課土居窓口 28-6350

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診
Ｈ30年12月生 Ｈ31年1月生 Ｈ29年10月生 Ｈ29年11月生 Ｈ28年4月生 Ｈ28年5月生

川之江
新宮

6/10（月）
13：30～ 15：00

5/9（木）
13：00 ～ 13：45

6/6（木）
13：00 ～ 13：45

5/16（木）
12：45 ～ 13：45

6/13（木）
12：45 ～ 13：45

5/23（木）
12：45 ～ 13：45

6/27（木）
12：45 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
5/30（木）

13：30～ 15：00
5/13（月）

13：00 ～ 13：45
6/3（月）

13：00 ～ 13：45
5/28（火）

12：45 ～ 13：45
6/4（火）

12：45 ～ 13：45
5/14（火）

12：45 ～ 13：45
6/18（火）

12：45 ～ 13：45

保健センター

土居
　5/24（金）
10：00～ 11：30

6/7（金）13：00 ～ 13：45
※対象はＨ 31 年 1 月生・2月生

土居こども館 土居窓口センター 3階 保健センター

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口
センター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお
越しください
とき：6/21（金）12：45 ～ 13：45

♪離乳食セミナー（予約制・無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　5/31（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、三角巾、
　　　　　手拭きタオル
■申込期限　5/27（月）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　妊娠・出産・育児について学べる教室です！
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、お茶など
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054
※当日は 15 分前から受付開始、時間厳守でお願いします
※参加者多数の場合は調整させていただきます
栄養・運動編

■とき　5/15（水）13：30 ～ 16：00
■内容　妊娠中・授乳中の食事や運動について、赤ちゃ
　　　　んの抱き方、授乳方法を学ぼう
※運動ができる服装（ズボンなど）でお越しください
■対象　7 月～ 9 月ごろ出産予定で、市内在住の初妊婦
　　　　さんとそのご主人
■申込期限　5/8（水）まで
沐浴編

■とき　5/19（日）9：15 ～ 12：00
■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃん
　　　　人形をお風呂に入れよう（沐浴体験）
■対象　7月～ 10 月ごろ出産予定で、市内在住の初妊婦
　　　　さんとそのご主人
■申込期限　5/10（金）まで

♪ママパパ学級　（予約制・無料）

高齢者の肺炎球菌感染症　定期予防接種
　～法改正により助成対象者拡大～

　今年度の助成対象者には、4 月上旬に接種券（紫色
の封筒）を発送しています。接種を希望される対象
者は、まずはかかりつけ医にご相談ください（接種
をする場合は委託医療機関に予約が必要です。また県
外での接種を希望される方は事前に保健センターまで
お申し込みください）。

■対象者　令和元年度に以下の年齢になる方　　　
（過去に接種を受けたことがある方は助成対象外です）

65 歳 昭和 29 年 4 月 2 日生～昭和 30 年 4 月 1 日生の方

70 歳 昭和 24 年 4 月 2 日生～昭和 25 年 4 月 1 日生の方
75 歳 昭和 19 年 4 月 2 日生～昭和 20 年 4 月 1 日生の方
80 歳 昭和 14 年 4 月 2 日生～昭和 15 年 4 月 1 日生の方
85 歳 昭和 9年 4月 2日生～昭和 10 年 4 月 1 日生の方
90 歳 昭和 4年 4月 2日生～昭和 5年 4月 1日生の方
95 歳 大正 13 年 4 月 2 日生～大正 14 月 4 月 1 日生の方

100歳以上 大正 9年 4月 1日以前にお生まれの方

■接種料金　4,000 円（自己負担額）
■接種期限　令和 2年 3月 31 日まで
■問い合わせ先　保健センター　28-6054



　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや相談したいことはありませんか？
■とき　5/15（水）・6/5（水）9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢測定、
　　　　唾液ストレスチェックなど
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談（予約制・無料）

急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　  （日曜日・祝日・4/28 ～ 5/6 は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

月日 東部 西部

5/1 中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

5/2 井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

5/3 豊永医院
56-3037（金田町金川）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄町）

5/4 芝医院
56-4811（妻鳥町）

大坪医院
23-2417（三島中央）

5/5 松岡整形外科
58-5455（川之江町）

西岡病院
24-5511（三島金子）

5/6 加地医院
23-2039（三島中央）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

5/12
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥町）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

5/19
宮﨑内科
59-5000（妻鳥町）

相引医院
74-3127（土居町入野）

5/26
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根町）

松風病院
74-2001（土居町入野）

6/2 大西内科医院
56-2018（金生町下分）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川町）

6/9 福田医院
23-2188（下柏町）

花房内科
24-2200（中之庄町）

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ

5 月 31 日は世界禁煙デーです

（禁煙週間 ： 5月 31日～ 6月 6日）
　喫煙は健康に与える影響が大きく、個人の嗜

し こ う

好に
とどまらない健康問題です。生活習慣病を予防するう
えでも、一人ひとりが「禁煙」について考えましょう。

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

♪知っ得！ゼミ（予約制・無料）

　健康に関する知って得する情報をお伝えします！
■とき　6/19（水） 13：30 ～ 15：00　
　　　（全 5回のうちの 1回目です）　　　
■内容　「教えて、歯医者さん！歯周病ってどんな病気？」
■定員　40 名程度（参加された方に粗品プレゼント）
■講師　窪田佑輔さん（窪田歯科医院）
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪健康づくりサポーター養成講座
　　　　　　　　　　（予約制・無料）

　地域を元気にするために、健康づくりに関する知識や
技術を学びませんか？
■とき　6/13（木） 13：30 ～ 15：00　
　　　（全 6回のうちの 1回目です）　
■ところ　福祉会館 4階　多目的ホール　
■内容「地域みんなで一緒に、楽しく、元気に、健康で！」
※運動ができる服装（ズボンなど）でお越しください
■定員　60 名程度
■持参品　飲み物、タオルなど
■講師　片山昭彦さん（健康運動指導士）
■申し込み先　保健センター　28-6054

　
♪音楽療法コンサート（無料）

「絆を深める癒しのコンサート～ともに未来へ～」

■とき　5/18（土）14：00 ～ 15：30
■ところ　HITO 病院 1階　ホスピタルストリート
■内容　音楽を通して癒しをご提供します。
■出演者　日比野則彦さん（サックス奏者）、日比野
　　　　　愛子さん（ソプラノ歌手）、四国中央少年
　　　　　少女合唱団、伊予三島混声合唱団、HITO
　　　　　病院軽音楽部
■問い合わせ先　HITO 病院　総務管理課 29-5633

地域医療対策室からのお願い !
急患医療センターはゴールデンウィーク中（4/28 ～
5/6）休診します。体調が悪いと思われた方は、昼
間早めに休日当番医をご利用ください。



　いよいよ「令和」の時代が始まります。紙面の中の見
慣れない「令和」にドキドキしてしまいます。（石）

　はじめて編集に携わった市報が令和元年 5月号。とて
もありがたく思います。大切に保存します。（薦）

　子どもが小学校と幼稚園に入りました。一つだけでい
いので、得意なものを見つけてほしいと思います（藤）

　取材先でみなさんの笑顔を撮影できるよう、今年こそ
減量を成功させ、足で稼ぎたいと思います。（井）

編集後記
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広報6月号は
6/1（土）発行です次号 SHIMIN HIROBA

【主な経歴】
昭和 61 年　香川大学卒業
　　　　　 西武百貨店入社
平成 25 年　株式会社ロフト　
　　　　　　商品部文具雑貨部長
平成 29年　横浜ロフト 館長

古東　美幸 さん
（昭和 38 年中之庄町生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　当時の井原市長と高校の同級生であったご縁で、ふる
さとアドバイザーをお受けしました。三島高校を卒業し
たのち、大学、就職で家を離れましたが、両親も健在で
定期的に帰省しておりますので、遠く離れたふるさとと
いう感はありませんでした。ただ、ふるさとアドバイザー
就任をきっかけに同窓会の依頼で三島高校の創立記念日
に講演をさせていただいたり、ロフトでの担当の商品が
文具ということで紙のメーカーの方とお会いしたりと、
四国中央市の話題が私の周りでも増えていきました。ま
た、自主開発商品を企画したときには、四国中央市のメー
カーを訪問した部下から「いいところですね」と褒められ、
うれしく思ったこともございます。　
　この 10 年くらいで、「文具好き」の人口が増え、特に
女性の方は「紙」が大好き。マスキングテープを代表に
紙の詰め合わせを作って贈る「素敵便」が流行、最近で
は「文具女子博」なる集まりが 3 日間で 35,000 人を動
員するなど、大きな関心を呼んでいます。紙の可能性は
本当に広いと感じますし、プラスチックごみによる環境
汚染が問題になるなか、ストローなどの脱プラスチック
化が進めば、さらに多くのシーンで紙がクローズアップ
されるのではと期待できます。近くにいるとあたりまえ
に思えることにも「付加価値」がプラスされる時代です。
これからも、四国中央市の産業の発展のお手伝いができ
れば幸いです。
　今後、「住みたい町」「魅力あるふるさと」は新しい持
続可能なまちづくりにおいて、中核の要素となるでしょ
う。穏やかな気候と穏やかな気質、健やかな子どもが育
つ環境。20 年ぶりに会っても、高校時代と変わらない会
話ができる友人。たくさんの宝物がそこにあります。

横浜ロフト　館長

四国地域産業協議会が療育用具を寄贈

　3/28（木）、四国地域産業協議会(鈴木昇会長 )から
子ども若者発達支援センター（パレット）内の児童発達
支援センターに療育用具が寄贈されました。同協議会は、
大王製紙株式会社及びグループ会社と取引のある企業な
どで構成され、会員及び地域社会の発展に寄与すること
を目的にさまざまな活動を行っている団体です。

　3/14（木）、四国中央地区労働者福祉協議会（井上
俊正会長 )からチャリティーゴルフの募金を活用し、
電磁調理器が寄贈されました。市役所市民交流棟 2階
で市内三つの障がい者就労支援事業所が運営している
共同販売所「だんだん」で有効に活用されています。

四国中央地区労働者福祉協議会が
電磁調理器を寄贈

  6/22（土）　 16：00 ～総会　16：30 ～懇談会
  ホテルグランフォーレ　
　6/10（月）まで　
　3,000 円（新卒者無料）
  三島高等学校菱門同窓会事務局　23-2136

三島高等学校菱門同窓会総会

　4/4（木）、四国中央警察署と四国中央地区防犯協
会から市内の全小学校の新入学児童へ防犯下敷きが
贈られました。新入学児童代表の三島小学校の合田
達
た つ き

生くんと坂下梨紗さんは「交通ルールをよく守り、
元気に学校へ行きます」とお礼を言いました。

四国中央署と四国中央地区防犯協会が
防犯下敷きを寄贈



●議案第７号　「平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第９号）」【所管分】

質問　　農業次世代人材投資事業における減額の原因について伺う。

答弁　　農業次世代人材投資事業の減額については、県の交付要綱の中に交付申請時に農地

　　　の所有権または利用権を取得する要件があり、要望者が要件達成できる見込みで要望

　　　したが、期限までに用地が確保できなかったため減額となっている。

●議案第 14 号　「平成 31 年度四国中央市一般会計予算」【所管分】

質問　　ブランド力向上事業の詳細を伺う。

答弁　　愛媛県と県下20市町が連携しながら、関東圏域で行われるイベントなどに参加して、

　　　四国中央市産品のＰＲ及び販路拡大に努めることを目的に商談機会を得ることを期待

　　　して四国物産協会へ委託しているものである。

●議案第 20 号　「平成 31 年度四国中央市港湾上屋事業特別会計予算」

質問　　金子１号上屋の使用料 2,895 万 9,000 円に

　　　おける、金子国際ターミナル協同組合が利用

　　　している関係企業名とその利用実態を伺う。

答弁　　金子１号上屋の使用者である金子国際ター

　　　ミナル協同組合については、大王海運、日本

　　　興運、三島運輸、大王海運の関連会社１社の

　　　計４社で成り立っている。金子１号上屋の使

　　　用状況は、中が３等分されており、それぞれ

　　　北側から三島運輸、日本興運、大王海運の３

　　　分割にして使用している。

質問　　上屋整備事業について内容を伺う。

答弁　　上屋整備事業については、紙屋３号上屋について解体工事を実施する工事費が約１

　　　億 1,500 万円、港湾庁舎の新築の実施設計 3,000 万円である。

●議案第 24 号　「平成 31 年度四国中央市簡易水道事業特別会計予算」

質問　　新宮地区の簡易水道整備事業の内容について伺う。

答弁　　中西配水池更新整備事業については、事業費が 6,642 万円である。工事の内容とし

　　　ては、現在の配水池を使用しながら、奥側にある旧の施設を取り壊し、整地してステ

　　　ンレスタンクを設置するものである。

産業建設委員会の審査概要

◎苅田　清秀　○山本　照男　　山川　和孝　　川上　賢孝　　　◎委員長
　青木　永六　　曽我部　清　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中

編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎三宅繁博　 　○山川和孝　 　石川　剛　 　国政　守　　 三好　平　 　篠永誠司　 　井川　剛

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６ー55(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》

金子１号上屋



●議案第７号　「平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第９号）」【所管分】

質問　　小中学校ブロック塀・冷房設備対策事業について、金額の内訳を伺う。

答弁　　今回の補正予算については、全てブロック塀である。対象校は現地調査などを行っ

　　　ており準備中である。国の特例交付金を充てる。内訳は、改修の対象は全部で 19 校

　　　であり、そのうち交付金対象は小学校 11 校、中学校３校である。金額内訳は、小学

　　　校はエアコン８億 8,340 万円、ブロック塀１億 1,500 万円である。中学校はエアコン

　　　４億 4,800 万円、ブロック塀１億 800 万円である。

質問　　児童手当費の減額は人数の減少によるものか。

答弁　　延べ人数の減少による減額補正である。

●議案第 14 号　「平成 31 年度四国中央市一般会計予算」【所管分】

質問　　児童クラブであるが、新年度３年生を受け入れない理由が、職員不足であると伺っ

　　　ているが、所管課からも募集をかけていると思うが状況はいかがか。

答弁　　今年度末時点の指導員は 67 名である。今年度末に退職者が６名おり、補充がない

　　　状況で、４月からは 61 名体制となる。適正に運営するには最低 100 人は確保したい

　　　と考えている。

質問　　障がい児通所給付費等負担金について、増額の根拠は。

答弁　　今年度の決算見込みよりは抑え気味に予算組みしているが、前年度当初より増額し

　　　ている。児童発達支援費は、児童発達支援と放課後等デイサービスと障がい児相談支

　　　援の３つを合わせて、給付の延べ利用者数を月あたり約 530 名と見込んでいるためで

　　　ある。

質問　　土居東こども園についての現在の状況はどうなのか。

答弁　　定員 105 名で、入園予定者は１号が７名、２・３号が 60 名で合計 67 名である。38

　　　名定員に満たないが、１号で 23 名少ないのは、隣に土居東幼稚園がある関係で、兄

　　　弟で通園されている方は新しい園より、現在の園で引き続いて通園されることを希望

　　　されることも多いようである。２・３号のうち、３号は保育士不足があり、定員より

　　　受け入れは 15 名少ない状況である。

質問　　県人権教育協議会四国中央支部補助金について、具体的にどのような研修をされて

　　　いるのか。

答弁　　さまざまな事業があり、人権・同和教育の研修会や、就学前の研修会、市内の社会

　　　教育部会の講演会などを行っていく中で、差別解消に向けた取り組みを行っている。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎眞鍋　幹雄　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　三宅　繁博　　　◎委員長
　谷内　　開　　篠永　誠司　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長



●議案第１号　「四国中央市債権管理条例の制定について」

質問　　債権の放棄を債権管理条例でうたうのはどうしてか。

答弁　　債権の放棄には議会の議決が必要であるが、それでは議案が膨大なものになり、 

　　　条例を定める理由の一つとして、その事務にかかる負担を軽減するということがあ

　　　る。なお、徴収努力を行っても回収できない債権については、厳正な審査を行い債

　　　権の放棄を実施するものである。

●議案第６号　「四国中央市火災予防条例の一部を改正する条例について」

質問　　防火対象物はどれくらいあるのか。また、今回の条例の改正点である、消防用設

　　　備などの状況が規定に違反した場合に、公表の対象となる施設はどのようなものが

　　　あるのか。

答弁　　市内に防火対象物は、約 3,700 件ある。その中で今回の公表制度に該当する宿泊

　　　施設や飲食店など、不特定多数の方が利用する施設や、福祉施設や病院といった避

　　　難困難な方が利用する施設は約 830 件である。

●議案第 14 号　「平成 31 年度四国中央市一般会計予算」【所管分】

質問　　文化ホールの開館記念事業費は、開館当初のイベントに充てるものか。

答弁　　８月 23 日の開館から平成 31 年度末までに行うイベントの予算である。

質問　　地域に密着した消防隊員を育成するために、

　　　初級職員の採用枠を増やしてはどうか。

答弁　　近年は市内の高校からの応募が増えており、

　　　地元出身者を採用できている。今後、応募が増

　　　えれば採用枠を増やすのも選択肢の一つとして

　　　考えている。

●議案第 18 号　「平成 31 年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算」

質問　　回収額が少なく滞納額が多くなっているが、回収を強化することはできないか。

答弁　　生活困窮者等もいることから回収に結びついていない状況であるが、今後も一層   

　　　の回収に努めたい。

消防隊員　訓練の様子

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎石川　　剛　○石津千代子　　国政　　守　　三好　　平　　　◎委員長
　吉田善三郎　　原田　泰樹　　谷　　國光  　西岡　政則　　　○副委員長

議会を傍聴してみませんか ?
　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望され

る方は、本会議及び委員会当日に、市役所６階で傍聴人受付簿に住所、氏名を御記入のうえ、傍聴してください。

　また、本会議の模様はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第１号  四国中央市債権管理条例の制定について 原案可決

議案第２号  四国中央市老人つどいの家条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３号  四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第４号  四国中央市コミュニティ住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第５号
 四国中央市布設工事監督者が監督業務を行う水道の布設工事、布設工事監督者の資格
 及び水道技術管理者の資格を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案第６号  四国中央市火災予防条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第７号  平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議案第８号  平成 30 年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第９号  平成 30 年度四国中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 10 号  平成 30 年度四国中央市介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 11 号  平成 30 年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 12 号  平成 30 年度四国中央市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 13 号  平成 30 年度四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 14 号  平成 31 年度四国中央市一般会計予算 原案可決

議案第 15 号  平成 31 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 16 号  平成 31 年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計予算 原案可決

議案第 17 号  平成 31 年度四国中央市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 18 号  平成 31 年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 原案可決

議案第 19 号  平成 31 年度四国中央市福祉バス事業特別会計予算 原案可決

議案第 20 号  平成 31 年度四国中央市港湾上屋事業特別会計予算 原案可決

議案第 21 号  平成 31 年度四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 22 号  平成 31 年度四国中央市寒川東部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 23 号  平成 31 年度四国中央市駐車場事業特別会計予算 原案可決

議案第 24 号  平成 31 年度四国中央市簡易水道事業特別会計予算 原案可決

議案第 25 号  平成 31 年度四国中央市介護予防支援事業特別会計予算 原案可決

議案第 26 号  平成 31 年度四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 27 号  平成 31 年度四国中央市津根工業団地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 28 号  平成 31 年度四国中央市水道事業会計予算 原案可決

議案第 29 号  平成 31 年度四国中央市簡易水道事業会計予算 原案可決

議案第 30 号  平成 31 年度四国中央市工業用水道事業会計予算 原案可決

議案第 31 号  平成 31 年度四国中央市公共下水道事業会計予算 原案可決

議案第 32 号  平成 31 年度四国中央市財産区管理会特別会計予算 原案可決

議案第 33 号  蕪崎財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 34 号  土居天満財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 35 号  物品購入契約の締結について　【市民文化ホールグランドピアノ購入】 原案可決

議案第 36 号  平成 31 年度四国中央市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 37 号  四国中央市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 38 号  金生公民館新築工事（建築・機械設備）請負契約の締結について 原案可決

議案第 39 号  物品購入契約の締結について　【東部学校給食センター備品購入】 原案可決

諮問第１号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
異議なき旨
答　　申

31 年
陳情第１号

 奥山等の杉・ヒノキ放置人工林を、森林環境贈与税（仮）で順次計画的に皆伐を進め、
 天然林に戻すことを求める陳情

 継続審査

31 年
陳情第２号

 市有林（人工林）の自然林化に関する陳情 継続審査

平成 31 年 第１回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



◆水道技術者の養成は待ったなしの課題

　　　「命の水」を 24 時間切れ目なく送り続ける水道事業は、現場の第一線で頑張る技術者抜きでは成り立たない。

　　　現在、新宮・嶺南を除く市内施設の維持管理や工事担当技術者は実質５名で、平均年齢が 52 歳。安心・安

　　　全な水を守るために、技術者の計画的育成を強く求める。

　水道局長、総務部長

　技術の継承、技術者の育成については、水道局へ配置後に実務経験を積ませながら、時
間をかけて行っていく必要がある。加えて、各種研修会や現場対応に即した実技講習や、
水道法に規定される高度な資格である水道技術管理者になるための資格取得講習会などへ
も積極的に職員を派遣することにより人材育成を図っている。また、マッピングシステム
導入により、配管位置、管種、口径、布設年などのデータ管理を行っているが、このシス
テムの活用により、技術継承が効果的に行えるようになってきている。こうした技術情報
のデータ化による技術基盤強化などと併せて、計画的に技術者育成に取り組んでいきたい。

青木 永六 議員 その他の質問　○企業立地奨励金制度の見直しを求める　○遅すぎる寒川グラウンド対策について
　　　　　　　○債権管理条例制定後の国民健康保険行政について

各議員の議案に対する賛否の状況 ※ 賛否等の分かれた案件を記載しています

※ ○：賛成　×：反対　－：欠席

　　　 氏　　名
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議　案　第 １ 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

－ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 14 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 18 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 33 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

議 案 第 38 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

 

女性議会開催のお知らせ

８月６日（火）に女性議会を開催します。ぜひ傍聴にお越しください。
詳細が決まりしだい、市報などでお知らせします。

高木呉山さんから
水墨画が寄贈されました

　３月 22 日（金）、高木呉山さんから、
四国中央市議会に「松」と「紅梅」の水
墨画２点が寄贈されました。
　今回贈られた水墨画は、議長室に飾ら
せていただいています。

お

知

ら

せ



　

　

　◆首都圏などで感染が拡大している風疹対策の本市の取り組みについて

　　　妊婦が風疹にかかると、胎児が白内障や難聴、心臓病などの先天性風疹症候群となる恐れや、命にもかか

　　　わるため、感染拡大の防止対策として、予防接種を受けていない 30 歳から 50 歳代の男性で、免疫を持た

　　　ない人への予防接種を急いでいただきたいが、取り組みを伺う。

　市長、保健推進課長

　国は追加的対策として、特に抗体保有率が低い昭和 37 年４月２日から昭和 54 年４月１日
生まれの男性に対して、３か年計画で抗体検査を実施し、そのうち十分な量の抗体がないと
判明した方に対して、風疹の定期予防接種を行うこととした。本市としては、医療機関及び
健診機関の混乱などを避けるため、平成 31 年度については、昭和 47 年４月２日から昭和
54 年４月１日の間に生まれた男性を対象とし、以後、段階的に実施する予定である。ただし、
平成 31 年度の対象から外れる方についても、本人から希望があれば実施可能とする。
　実施方法は３通り検討されており、１つ目は居住する市内外の医療機関を利用して、抗体
検査を受ける方法。２つ目は特定健診を利用して受ける方法。３つ目に事業所健診の機会を
利用して受ける方法である。本市としても、対象者の利便性を考慮し、関係機関と連携しな
がら積極的に風疹の抗体検査及び予防接種の実施に努めてまいりたい。

その他の質問　〇認知症施策の推進について　〇消費税率引き上げによる需要の平準化策について

国政　 守 議員

　政策部長

　本事業の実施主体は、地区コミュニティ協議会である住民であることから、十分に地元
での協議を重ね、各種団体などとの合意形成が図られた上で、展開することが重要である
と考える。そのため、実施希望のある地区から事業を展開し、期限を区切って開始を促す
ことなど検討したいと考える。
　コミュニティ・スクールの導入と併せた本事業の展開については、現在、住民による地
域課題解決に向けた事業が本事業をはじめ、厚生労働省においてもさまざまな形で検討さ
れている。例えば、高齢介護課所管の生活支援体制整備事業や、生活福祉課所管の我が事・
丸ごとの地域づくり推進事業などは、本事業との連携が必要不可欠であることから、その
展開などについて関係課で協議を行っているところである。こうした状況の中で、コミュ
ニティ・スクールとのかかわりについても、連携の検討が必要な事業の一つではないかと
考えられるので、今後はその連携などについて関係課と協議していきたい。

◆地域コミュニティの今後について

　　　地域コミュニティは、各学校に将来導入予定のコミュニティ・スクール、並びに障がい福祉計画で掲げら

　　　れている地域生活拠点の整備づくりにおいて多くの関連、役割があると考えられる。補完し合う体制づくり、

　　　連携が必要と考えるが見解を伺う。

篠永 誠司 議員
その他の質問　○公共施設等総合管理計画について　○鳥獣被害防止対策について

◆校務支援システムについて

　　　当初予算に計上されている小中学校へのＩＣＴを活用した校務支援システムは、業務の改善にとど

　　　まらず、子どもたちに向き合える時間の余裕も生まれてくるのではないかと考える。導入しようと

　　　している校務支援システムの予定や効果などを伺う。

谷内　 開 議員

　教育指導部長

　来年度から統合型校務支援システムを導入する計画であり、スケジュールとしては、８
月までにシステムを構築し、教職員の操作研修などを行った上で段階的に使用を開始し、
2020 年度から本格運用を開始する予定である。統合型校務支援システムでは、児童・生徒
の名簿や学習成績、出欠状況などの情報を一元管理できるため、教職員の業務軽減化と効
率化を図ることができる。先進自治体においては、年間百数十時間から二百時間余りの校
務時間が短縮されたとの報告もあり、これらの時間は児童・生徒に向き合う時間の確保や
教育活動の質の改善に資することにつながる。また、システム活用により、学校全体や児童・
生徒それぞれの状況などの情報を共有でき、全教職員で連携しながら的確な対応につなげ
ることができる。このようにシステムの導入は教職員の業務改善だけでなく、児童・生徒
にも大きく貢献できるものと期待をしている。

その他の質問　○いじめ対策について　　○女性が輝く社会へ



　

　

　

◆国道 11 号及び同バイパスの渋滞解消について

　　　バイパスの中曽根町下秋則交差点（防災センター南）から西の片側１車線渋滞の改善策を問う。また、

　　　中之庄町交差点の慢性的渋滞の改善策を問う。最後に国道の紙屋町・村松町付近の慢性的な渋滞の

　　　改善策を問う。

　副市長、建設部長
　中曽根町下秋則交差点から西への渋滞解消について、４車線化した場合、中之庄町交差
点が今以上の渋滞になると懸念される。
　また、中之庄町の交差点についてはバイパスとの分岐点であることに加え、変則的な５
差路形状や隣接する信号交差点が近いなどの要因から、渋滞が発生しており、愛媛県渋滞
対策協議会において、主要渋滞箇所として位置づけられている。これらの解消には早期の
川之江三島バイパス全線開通に加えて国道 11 号本線の整備を、段階を踏んで進めていかな
ければならないと考える。
　紙屋町付近の渋滞は、本市の産業・経済の発展にとって重大な課題である。国道と並行
して計画されている臨港道路金子村松線は、国・県に長年要望活動を継続しているが、現
時点では事業化されていない。

その他の質問　○保育行政に関し、待機解消・保育士確保と待遇改善・幼保無償化の今後の影響について
○国土交通省の危険ブロック塀撤去・改修にかかる補助の拡充について○寒川グラウンドの移転整備について

　教育長、教育管理部長
　川之江ふれあい交流センターは、４施設を集約し、地域住民の相互交流の促進、市民の
生活、文化、福祉の向上、並びに地域の活性化を図り、市民と行政による協働のまちづく
りを実現することを目標として設置され、各種事業を行うこととしている。今年度は、そ
れぞれの事業を引き継ぎ展開してきたが、４施設の機能と職員が集約されたという利点を
活かし、より柔軟な事業展開が図れると考え、これから３世代が集い交流する事業も展開
していきたい。
　今後は、関係するこども課や高齢介護課などと連携し、また地元の関係者や住民の力も
お借りしながら、川之江ふれあい交流センターがより充実した施設となるように努めてい
きたい。

◆４施設を機能集約した川之江ふれあい交流センターの充実策を問う

　　　児童館、公民館、老人憩いの家、老人つどいの家は、各々に健全育成、健康で明るい生活指導など

　　　目指す役割がある施設。各施設の機能の充実、職員を兼務辞令で過重負担にしないために、専門担

　　　当職員を充実し、４施設の機能充実の上、３世代交流へつなげる体制を求める。

その他の質問　○土地登記の小字の廃止について　○川之江窓口センターの改善策を問う

一 般 質 問 ※紙面の都合上、質問・答弁の
一部を要約して掲載しています

吉原　 敦 議員

　市長、副市長、福祉部長
　児童虐待は家庭内で行われるケースが多く、防止や対策は難しいことから、早期発見が重
要となる。そのため、こども課の家庭相談員が市内の小中学校や保育園などを毎月定期的に
訪問し、要保護児童の様子や、虐待が疑われる児童はいないかなどといった確認活動を行っ
ている。こども課に相談のあった難しい案件は、児童相談所（東予子ども・女性支援センター）
にアドバイスを求めたり、支援センターの職員とこども課の職員が一緒に家庭訪問するなど、
情報共有や連携を密にしている。
　太陽の家は、現在の福祉施策とはかけ離れた現状となっていることから、自立支援協議会
からの答申を端緒として、施設の機能や形態などについては、近年整備された先進事例に学
ぶとともに、地域移行のための意思決定支援については、利用者・ご家族などの意見に耳を
傾けながら、今後見込まれる障がいの重度化や高齢化などにも対応できる事業推進を目指し
たいと考える。

◆本市の児童虐待防止体制を問う。また、太陽の家の地域移行の進捗を伺う

　　　児童虐待などから児童及び家族を守る体制はできているのか。児童相談所との連携はどのように　

　　　なっているのか。また、太陽の家移転は、前質問・答弁においても速やかな動きが必要と認識され

　　　たが動き始めたのか。自立支援協議会の答申も出たが福祉施策は進むのか。

山川 和孝 議員

三好　 平 議員

　本会議での発言を記録した３月定例会の「会議録」を、６月上旬に市役所庁舎棟１階ロビー、各窓
口センター及び市内各図書館に備えます。
　また、市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでご覧ください。



　

　

◆市民の命・暮らしを守る福祉、医療、介護
　の充実について

質問　高過ぎる国保料について

答弁　短期証及び資格者証の発行について、短期
　　証を発行する際は、生活状況を聞き取るなど
　　納付相談を行った上で発行している。資格者
　　証を発行する際は、特別な事情の有無につい
　　て弁明の機会を設けるとともに収納員による
　　臨戸訪問などを行い、可能な限り事情の把握
　　に努めている。把握した事情によっては、生
　　活相談支援センターへつなぐなど、生活困窮
　　による受診抑制などがないように対応してお
　　り、今後も実情に応じた対応を行いつつ、資
　　格者証の発行件数をさらに減らす努力をして
　　いきたい。

◆財政健全化策について

質問　四国中央市債権管理条例は市民のためか
答弁　本条例における財政の健全性については、
　　発生した債権の全額を円滑に収納し、歳入の
　　確保を図ることが目的である。また、督促手
　　数料や延滞金の徴収については、納期限まで
　　に誠実に納付していただいている多くの市民
　　との負担の公平性に鑑み４月からお願いする
　　ものである。さらに、生活困窮者の方々に対
　　して、減免などの規定をしている。本条例の
　　施行により、債権管理事務の効率化、適正化
　　を図り、市民負担の公平性を高めることで、
　　市民サービスの一層の向上につながるものと
　　考える。

◆子育て安心の四国中央市を目指そう

質問　子どもの虐待を防ぐための取り組みについて
答弁　本市では、要保護児童の適切な保護を図る
　　ため、平成 17 年度から要保護児童対策地域
　　協議会を設置して、虐待を受けている児童の
　　早期発見、適切な保護や支援を行うために、
　　関係機関など相互の適切な連携と情報共有を
　　図り、児童虐待への対応を迅速かつ組織的に
　　取り組んでいる。虐待防止には早期発見が重
　　要であることから、関係機関などの協力を得
　　て、パンフレットを配布するなどの啓発活動
　　を通じ、児童相談所全国共有ダイヤル 189（い
　　ちはやく）の利用をお願いしている。

◆中小企業全般を応援する市政への転換を

質問　中小企業振興条例の制定について

答弁　中小企業振興条例は、中小企業の振興に関
　　する理念と方針を定めたものであり、県内で
　　は制定している自治体もある。
　　　このような分野の条例については、理念条
　　例の色濃い規範が一般的であり、本市の産業
　　構造や経済状況も考慮した上で、将来を見据
　　えた条例でなければならない。実効性のある
　　条例とするにはどのようにすればよいか、今
　　後調査、研究をしていきたいと考えている。

　燧波会

その他の質問

○今後の認定こども園

　の整備の動向につい

　て

○小中学校の施設整備

　について

◆少子高齢化の状況とその対策について

質問　本市の現状並びに将来予測及び課題について
答弁　昨年度末現在で本市の人口は 88,096 人、
　　うち 65 歳以上の高齢者が 27,412 人であり、
　　第７期介護保険事業計画での高齢化率は現
　　在の 31.1％から、団塊の世代が 75 歳を迎
　　える 2025 年には 33.9％と見込まれている。
　　課題として、一人暮らしの高齢者や認知症
　　高齢者の増加に伴う医療・介護ニーズの多
　　様化、地域コミュニティの希薄化などが新
　　たに顕在化している。一方で、社会活動を
　　行っている高齢者も多く、その意欲や能力
　　を活かし、活躍の場を広げていくことが求
　　められている状況である。

◆新法皇トンネルの建設について

質問　新法皇トンネルの利用状況と安全対策につ
　　いて
答弁　法皇トンネルは、消防・救急活動のほか、
　　観光、林業などで多くの利用実績があり、
　　ダムの維持管理のための利用など本市の基
　　幹産業にとっても重要なインフラである。
　　　安全対策として、四国中央土木事務所が
　　視線誘導標の設置、照明のＬＥＤ化などを
　　行っているが、トンネルの拡幅や待避所設
　　置も限界に達し、根本的な課題は解消され
　　ていない。利用者からは暗くて危険なトン
　　ネルとの意見をいただく。新法皇トンネル
　　の早期事業化に向け努力したい。

その他の質問

○市長の政治姿勢をた

　だす

日本共産党

◆ボランティア市民活動の推進について

質問　第３次ボランティア市民活動推進計画の概
　　要について

答弁　本計画は「人と人とが支え合う住みよいま
　　ちしこちゅ～」を基本理念に、平成 31 年度
　　から５年間を計画期間として、その間に取り
　　組むべき施策や方向性などを示したものであ
　　る。策定にあたり、アンケート調査や事業の
　　検証を行った結果、ボランティア市民活動セ
　　ンターのプロモーション、企業ボランティア
　　の推進などこれまでにない新たな方策に取り
　　組むこととした。また、事業の効果などを評
　　価するために指標を設定し、目指すべき目標
　　の見える化を図ることにより、着実かつ効果
　　的な事業展開を図りたい。

石川　剛 議員

飛鷹 裕輔 議員

◆南海トラフ地震や豪雨災害に備えた防災・
　減災対策について

質問　消防団の充実強化について

答弁　消防団員の減少が進む中、新たに消防団
　　員を確保し、地域防災力の向上を図るため
　　に本市の取り組みとして「消防団協力事務
　　所表示制度」の導入、「えひめ愛顔で消防
　　団員応援プロジェクト」を実施するなど、
　　消防団員の処遇改善などにより、入団しや
　　すい環境づくりに努めている。また今年度
　　より「未来の消防団加入促進事業」として、
　　高校生にターゲットを絞り、近い将来の入
　　団を促進し、消防団員の確保と若返りを図
　　ることを目的に実施している。



　

　

◆平成 31 年度当初予算編成方針について

質問　政府の経済対策と税収見通しをどのように
　　評価し、予算に反映させたのか
答弁　日本経済は、アベノミクス効果によりＧＤ
　　Ｐが過去最大を記録するなど、緩やかではあ
　　るが着実に回復している。
　　　本市経済については紙産業において工場建
　　設や機械整備の投資が堅調に推移し、建設業
　　にも相乗効果を生み、これにより個人所得も
　　改善傾向にあるなど、本市経済も好況してい
　　ると認識しており、市税は増収となる見通し
　　である。このような状況を背景として、防災・
　　減災対策、子育て環境充実、地域産業の活性
　　化に積極的に取り組む予算編成を行った。

◆市民文化ホールの管理運営について

質問　市民文化ホールの開館後の管理運営業務に
　　ついて
答弁　市民文化ホールの管理運営は、施設管理
　　や企画運営、営業や経理業務などに市のＯ
　　Ｂ職員を含む８名程度により行う。専門業
　　者へ委託する予定の舞台管理運営業務には
　　３名、さまざまな媒体を利用した情報発信
　　業務には１名、夜間管理業務には１名を予
　　定している。
　　　業務の内容としては、施設の維持管理業
　　務や貸館業務、事業に係る企画や運営業務
　　などがある。

◆「えひめさんさん物語」について

質問　「えひめさんさん物語」のプログラム展開
　　計画について
答弁　４月 20 日に新居浜市においてオープニン
　　グイベントが開催され、５月に「さんさん都
　　工場芸術祭」７月に「小さなさんさん都」８
　　月に「水の都の夏まつり」９月に「石鎚山脈
　　フルコースレストラン」10 月に「天空の音
　　楽祭」11 月には「紙のサーカス」を開催する。
　　　また、チャレンジプログラムは、住民グルー
　　プなどが地域の魅力を資産にアクティブライ
　　フを創造し、情報発信することで、地域に継
　　続的・持続的に人を呼び込むコンテンツを目
　　指す。

◆国道11号川之江三島バイパスの延伸について

質問　バイパス延伸の見通しについて
答弁　バイパス延伸区間に係る都市計画が、昨年
　　11 月に決定し、これを受けて測量や地質な
　　どの調査のため、関係者や地権者へ土地立ち
　　入りのための説明会の準備を国交省と連携し
　　て進めている。今後、現地での測量などの結
　　果をもとに設計を行い、関係者との協議、交
　　渉などさまざまな手順を踏んで進めていく必
　　要がある。そのため現時点で、開通時期など
　　を示せる状況ではないが、できるだけ早くス
　　ケジュールなどを説明できるように努力して
　　いく。

その他の質問

○公民館の整備につい

　て

○コミュニティ・スクー

　ルの導入について

吉田善三郎 議員

※紙面の都合上、質問・答弁の
一部を要約して掲載しています

かがやき・
公明クラブ

その他の質問

○三島川之江港の整備

　について

○東部学校給食センタ

　ーの整備について

◆地域医療（中核病院建設）について

質問　中核病院建設に係る進捗状況について
答弁　これまで担当者レベルの打ち合わせを４回
　　ほど開催し、主に建設候補地について協議を
　　行ってきた。候補地は三島地域であって利便
　　性がよく、まとまった土地が確保できること
　　が条件となり、本年１月に公立学校共済組合
　　の運営協議会において、中核病院建設の第一
　　候補として、現在の三島医療センターの場所
　　が承認された。今後は、中核病院建設に向け、
　　四国中央病院が事務局となる、中核病院建設
　　のあり方協議会が設置される予定であり、宇
　　摩圏域における地域医療の課題や要望などに
　　ついて、協議が行われるものと考える。

◆第７期介護保険事業計画の進捗状況について

質問　当市における介護保険事業の現状と第７期
　　介護保険事業計画との比較について

答弁　要介護認定者については、今年度の計画値
　　6,419 人に対し、12 月末現在で 6,358 人と概
　　ね推計通りであるが、要介護度別では軽度者
　　が増加する一方、中重度者が減少するなど重
　　度化に一定の抑制傾向が見える。この傾向に
　　加え、本市においては介護報酬改定の影響が
　　限定的であったことなどもあり、介護給付費
　　については総じて事業計画値の範囲内で推移
　　しており、安定しているものと考える。

◆県立新居浜特別支援学校分校の整備について

質問　特別支援学校分校の整備スケジュールと内
　　容について
答弁　来年度から、東校舎内にある三島小学校
　　の職員室や保健室、通級指導教室などを北
　　校舎に集約するために改修工事に取りかか
　　る予定である。北校舎の改修工事が完了し
　　たら東校舎の整備を行う予定である。具体
　　的内容は、東校舎の１階、２階部分には特
　　別支援学校の職員室や普通教室、特別教室
　　などを整備する計画である。３階には、主
　　に三島小学校の特別教室を整備するが、分
　　校と共用する教室などもあり、併せて整備
　　を行いたいと考える。

◆第二次四国中央市総合計画後期基本計画につ
　いて

質問　後期基本計画の内容について
答弁　近年の複雑化・多様化する課題に対応する
　　ため、紙産業を担う人材育成をはじめ、外国
　　人労働者の確保に向けた関係機関との連携、
　　また自主防災組織のネットワークの強化や空
　　き家対策の推進、中核病院建設に向けた支援、
　　さらにはコミュニティ・スクール制度を柱と
　　した、子育て・教育環境の充実など、将来を
　　見据えた新たな取り組みを追加した。
　　　施策の達成度を測る指標についても全面的
　　に見直しを行い、新たに 20 項目を追加して
　　いる。

山本 照男 議員

　新風会

代 表 質 問
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　平成 31年第１回定例会は、 去る２月 26日から３

月 25日までの 28日間の会期で開かれました。

　今定例会には、 四国中央市債権管理条例の制定に

ついてを初めとする市長提出議案 39件、 諮問１件が

上程されました。

主な内容
① 代表質問 ･･････････････P35 ～ P34
② 一般質問 ･･････････････P33 ～ P31
③ お知らせなど ････････････････P31
④ 賛否の状況など ･･････････････P31
⑤ 議決結果一覧 ････････････････P30
⑥ 委員会の審査概要 ･･････P29 ～ P27

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています
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「　陽　光　桜　」

第 11 回 議会報告会 開催します！

「　白　梅　」
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